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技術の曰立 

こ れ か ら は 

ス―パ—アイラ：/ドです。#^！ひ0"圍 

検診車へョコ積みするときでも「60训の映像系タテスライド」，「逆傾^45。」 

と機能を大きくし、さらに「映像系のョコスライド」を装備して天板のスライドをなくしました。 

"設置スペースが絶対的に狭い検診車にスペース効率良く搭載でさ、しかも検診効率を良くし 

画質を向上させる。" 

この日立のコンセブ卜をさらにつさつめた 

のが「スーパーアイランド」です。 

I集団検診用X線装置 
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広薦)？2卜2327鲁四！!(萬忪〉5卜4508秦 Î州北（福岡）713-5115參九^甬（鹿児颶)？3-5721 

1\10， 35 

発行所 

日本消化器集団検診学会 

関 東 甲 信 越 地 方 

〔日本消化器集団検診学会関東甲信越地方会機閲紙〕 1部頒布定価 1 ' 0 0 0円 〔于共 〕 1ゆ ' " 顚ぉ聚区ほ草構 2化 7 

、発行兼関東甲信越地方会 

編 集 者 編 集 委 員 会 ― 
題 字 ， 黒 川 利 雄 先 生 

癌 患 者 は 1 5 万 7 千 人 增 

厚 生 省 ， 平 成 5 年 の 癌 推 計 

主要傷病の総患者数（単位千人、増加数のム印は減少） 

平 成 5 年 平 成 2 年 増 加 数 

総数 男 女 総数 男 総数 男 女 

結 核 103 68 36 127 81 47 ム24 ^13 厶11 

悪性新牛 -物 908 443 465 751 368 383 157 75 82 

胃の悪性新顿 235 149 86 201 125 76 34 24 10 

娜 悪 性 謹 167 89 78 130 70 60 37 19 18 

柿の恋性新生物 66 43 23 56 37 19 10 6 4 

^孔糊鵂卞物 114 114 87 87 27 27 

槠 尿 病 1,565 806 760 1,497 746 748 71 60 12 

高倉圧性疾患 6,395 2,517 3,881 6,104 2,365 3,740 291 152 141 

心 疾 忠 1,606 778 830 1,596 740 857 10 38 厶27 

脳 血 管 疾 悉 1,418 688 730 1,432 704 728 八14 厶16 2 

8反び十ニ麵癌 1,099 699 401 1,030 680 350 69 19 51 

肝 の 砍 忠 738 451 287 803 499 304 ^65 厶48 厶17 

I ：松ぞ.れ数は絲^：に!:̂ お」辦問隔を出いてすろたれリ;\な力リ1カ^̂ に^わな,'場合がある。 

麵 繊 養 握 讓 

1̂̂
省
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
 

11̂
の
一
人
当
た
り
老
人
医
 

療
費
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
 

る
と
、
入
院
診
療
費
が
最
も
高
 

い
の
は
北
海
道
、
入
院
外
診
療
 

費
は
大
阪
府
で
あ
る
こ
と
が
分
 

つ
た
。
 

入
院
最
高
は
北
海
道
 

平
成
四
年
度
の

一
人
当
た
り
 

入
院
診
療
費
は
三
三
万
三
、
八
 

〇
五
円
。
都
道
府
県
別
に
み
る
 

と
、
最
も
高
い
の
は
北
海
道
五
 

六
ガ
七
、
一
ー
〇
四
円
で
、
以
下
高
 

知
県
四
九
万
一
「
一
一
一
一
六
円
、
福
 

岡
県
四
八
万
五
、
三
一
四
円
で
 

あ
る
。
 

最
も
低
い
の
は
，
長
野
県
で
 

一
一
0万
五
、
四
四
九
円
、
山
形
県
 

一
一
一
万
八
、
三
二
一
 

円
-栃
木
県
 

一
一
三
：
力
九
三
九
円
と
な
っ
て
い
 

る
。
 

最
も
高
い
北
海
道
と
最
も
低
 

い
長
野
県
と
の
格
差
は
三
倍
近
 

く
に
な
つ
て
い
る
。
 

入
院
外
は
大
阪
 

入
院
外
診
療
費
の

一
人
当
た
 

リ
平
均
は
一
一
五
万
九
、
八
 

一

二
 

円
。
都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
0
 

も
高
い
の
は
大
阪
府
の
三
六
万
 

三
四
二
円
、
以
下
京
都
三
三
万
 

七
、
I八
六
円
、
愛
知
県
の
三
I 

万
一
、
八
四
六
円
で
あ
る
。
 

口
お
も
低
い
の
は
、
沖
網
県

一
 

七
万
四
、
一
六
八
円
。
以
下
山
梨
 

県
一
一
〇
万
三
、
一
一
六
四
円
、
宮
崎
 

県
の
ニ
ー
 
万
四
、
五
扎
ヒ
円
と
 

な
っ
て
い
る
。
 

最
も
高
い
大
阪
府
と
お
も
低
 

ぃ
沖
繩
貼
の
格
差
は
一
一
倍
以
ヒ
 

に
な
つ
て
い
る
。
 

(週

保̂
健
衛
生
二
ュ
︱
ス
、
 

第
七
八
〇
号
か
ら
) 0̂

 

イ

ン

フ

ォ

1
ム
 

、

台

ン

ド

.
コ

ン

セ

ン

ト
 

視
一
(：
ぶ
叫
と
^
な
) 

パ
0
一
 

レ
ー
い
、
つ
-
」
も
が
使
 

/(̂
わ
れ
て
久
し
い
。
 

し
か
し
、
そ
の
考
え
方
は
な
か
 

な
か
定
着
し
な
い
。
日
本
と
い
 

う
風
土
に
な
じ
ま
な
い
の
か
。
 

こ
こ
に
、
そ
れ
を
裏
付
け
る

一
 

つ
の
ア
ン
ケ
︱
ト
が
あ
る
。
 

健
康
保
険
連
合
会
が
昨
年
︱
 

一
月
に
ま
と
め
た
。
「
健
康
づ
く
 

り
と
医
療
」
。
全
国
の
一
一
十
歳
以
 

に
の
？
：
.̂
:：
で
入
を
纣
象
に
面
 

拔
ぉ
式
で

施̂
。
1：
答
率
は
七
 

一
，
九
冗
だ
っ
た
。
 

そ
れ
に
よ
る
と

療̂
機

に̂
 

対
す
る
意
識
に
つ
い
て
、
イ
ン
 

フ
ォ
︱
ム
ド
.コ
ン
セ
ン
ト
を
 

求
め
る
人
が
四
入
に
三
人
に
の
 

ぼ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
内
訳
(複
 

数
回
答
)は
「
病
状
や
！
：

に̂
つ
 

い
て
十
分
説
明
し
て
も
ら
え
な
 

か
っ
た
」
が
四
四
冗
。
「
長
時
間
 

侍
た
さ
れ
た
」
四
〇
，
五
お
、
「
医
 

！
1、

 
^
護
婦
の
態
^
が
不
親
切
」
 

一
一
一
丄
ハ
X
、
「
薬
が
多
く
て
飲
 

み
切
れ
な
か
っ
た
」
一
六
.七
お
 

と
な
つ
て
い
る
。
 

診
察
の
第

一
歩
は
、
患
者
か
 

ら
医
者
へ
の
情
報
の
伝
達
で
あ
 

る
。
と
こ
ろ
が
、
円
本
の
大
病
院
 

の
診

は̂
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
 

三
時
問
侍
っ
て
三
分
診
療
で
あ
 

る
。
い
か
な
る
名
医
で
も
、
三

 ̂

で
は
病
を
兑
ぬ
け
ま
い
。
 

忠
者
は
病
状
や
治
療
、
そ
れ
 

に
兒
通
し
に
つ
い
て
、
医
者
の
 

十
分
な
説
明
が
な
け
れ
ば
、
自
 

分

身̂
の
受
け
る

僚̂
内

を̂
 

知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
患
者
 

に
と
つ
て
大
^
;な
点
は
「
与
え
 

ら
れ
た
確
か
な
情
報
が
あ
る
か
 

ど
う
か
」
で
あ
る
。
 

忠
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
 

ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。
 

往
々
に
し
て
、
重
症
の
患
^
?
 

本
人
に
は
、
病
名
は
明
か
さ
れ
 

な
い
。
家
族
ゃ
旮
近
な
人
に
そ
 

れ
と
な
く
情
報
が
伝
わ
る
こ
と
 

が
あ
つ
て
も
、
本
人
に
は
知
ら
 

さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
 

人̂
な
^̂
1丄
が
4入
や
一
 

差
し
お
い
て
、
行
わ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
は
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ

I 

の
侵
害
の
最
た
る
も
の
で
あ
 

る
。
病
気
と
闕
ぅ
主
体
は
患
打
 

な
の
で
あ
る
。
^
療
従
事
者
の
 

り̂
み
が
問
わ
れ
て
い
る
。
 

I
 

厚
生
省
統
計
情
報
部
が
、
昨
年
十
二
月
に
一
 

者
調
査
の
概
要
」
に
よ
る
と
、
が
ん
患
者
の
総
豳
 

推
計
さ
れ
、
前
回
の
平
成
二
年
に
比
べ
十
五
万
」
 

て
い
る
こ
と
が
分
っ
た
。
こ
れ
は
高
血
圧
性
疾
丄
 

脳
血
管
疾
患
が
微
増
ま
た
は
減
少
し
て
い
る
の
 

八
四
〇
万
人
受
療
【
一
日
) 

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
医
療
 

施
設
か
ら
病
院
六
、
八
六
五
力
 

所

(
抽

出

率

I
謂

)
、

一
般

診

療
 

所

^
、

八

八

四

力

所

(
抽

出

率
 

，̂
「
歯
科

療̂
所
儿
八
三
 

《

2
1
5力
所
(抽
出
率
)を

3？
化
 

無
作
為
抽
出
し
た
も
の
で
、
平
 

成
五
年
卜
月
十
九
日
か
ら
一
一
十
 

一
8
の
三
日
簡

う̂
ち
医
療
歲
 

設
ご
と
に
指
定
し
た
 
一
口
と
し
 

た
。
 

調
杏
：
；
：
に
、
全
国
の

钕̂
施
 

設
で
受
療
し
た
推
計
患
者
は
、
 

入
院

一
四
三
万
人
、
外
来
六
九
 

七
万
三
千
人
で
あ
る
。
 

受
療
率
が
ん
は
三
位
 

受
療
率
を
傷
病
分
類
別
に
み
 

る
と
、
入
院
で
は
「
循
環
系
の
疾
 

患
」
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
5？
 

神
障

:̂」
「
悪
性
新
生
物
」
と
な
 

つ
て
い
る
。
 

外
来
で
は
「
消
化
系
の
疾
患
」
 

が
高
く
、
次
い
で
「
循
環
系
の
疾
 

患
」
「
1
呼
吸
系
の
疾
患
」
と
な
つ
 

て
ハ
る
。
 

生
別
に
み
る
と
、
入
院
で
は
 

男
が
「
精
神
障
害
」
「
循
環
系
の
 

疾
患
」
「
新
生
物
」
と
な
っ
て
い
 

ゥ
 

市̂
ハ
平
ニ
ー
.0：
；
 

に
左
頸
部
リ
ン
パ
節
の
腫
大
に
 

気
づ
か
れ
、
 

「
こ
れ
は
〃
：
」
 

と
思
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、
誰
 

に
も
話
さ
ず
、
い
つ
も
顷
^
な
 

先
生
な
の
に
、

ご
子
总
の
家
族
 

旅
行
の
提
案
に
、
 

「
そ
れ
も
い
い
ね
」
 

と
素
直
に
一
一
ー
曰
わ
れ
、
懐
か
し
 

い
浜
松
や
グ
ァ
ム
に
旅
行
。
帰
 

ら
れ
た
後
、
打
ち
明
け
ら
れ
、
死
 

の
近
い
こ
と
を
奥
様
に
説
叫
さ
 

れ
た
の
は
八
月
で
あ
っ
た
と
い
 

う
。
そ
の
間
一
ヶ
月
、
お
一
人
で
 

じ
っ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
心
境
 

は
ど
ん
な
だ
っ
た
ろ
う
か
。
 

わ
れ
わ
れ
が
入
伝
て
に
耳
に
 

る
。
女
は
「
循
環
系
の
疾
忠
」
「
精
 

神
障
害
」
「
新
生
物
」
の
順
で
あ
 

る
。
 一

方
、
外
来
で
は
男
が
「
消
化
 

系
の
疾
患
」
「
呼
吸
系
の
疾
患
」
 

「
循
環
系
の
疾
患
」
「
の
順
。
女
 

は
「
消
化
系
の
疾
患
」
「
筋
^
侪
 

系
及
び
結
合
組
織
の
疾
患
」
の
 

順
と
な
つ
て
い
る
。
 

が
ん
は
確
実
に
増
え
る
 

が
ん
患
者
は
全
が
ん
で
九
〇
 

万
八
千
人
で
、
平
成
二
年
の
七
 

五
万
千
入
よ
り
十
五
万
七
千
人
 

(
一
二
冗
)増
。
四
部
位
に
限
れ
 

ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

そ
の
う
ち
、
胃
が
ん
は
一
一
十
 

三
万
.わ
千
入

 
一
^
十
四
万
九
千
、
 

女
八
万
六
千
)で
、
平
成
二
年
二
 

十
万

一
千
人
よ
り

一
七
お
多
く
 

な
っ
て
い
る
。
 

人
腸
は
十
六
"
力
七
千
人
(男
 

八
万
九
千
、
女
七
万
八
千
)で
平
 

成
二
年
の
十
三
：
力
人
よ
リ
ニ
 

八

ふ̂
え
て
い
る
。
 

祐
は
六
-お
人
で
入
(̂
：
!::力
 

三
千
、
女
一
一
万
三
千
)で
、
平
成
 

二
年
の
三
万
ヒ
千
人
よ
り
七
 

八
お
ふ
え
て
い
る
。
 

乳
が
ん
は
十

一
万
四
千
人
で
 

平
成
1
一
年
よ
り
三

 一
X
多
く
な
 

し
た
の
が
十
月
初
.̂
。
そ
の
問
 

い
ろ
い
ろ
検
査
を
受
け
ら
れ
た
 

が
、
睞
癌
と
い
う
こ
と
は
利
つ
 

て
も
原
発
紫
は
不
明
だ
っ
た
。
 

十
月
も
十
 
一
0：
も

2す
会
に
は
出
 

席
さ
れ
る
し
、
；
！
；
常
生
活
も
全
 

く
変
ら
ず
、
十
一
月
一
一
十
六
日
 

の
：
；

期̂

ゅ̂
3研
究
会
に
も
出
席
 

さ
れ
た
が
、
腹
痛
で
途
中
退
席
。
 

^̂
さ
れ
て
も
治
ら
ず
、
，
口
、
 

順
天
堂
浦
安
病
院
に
入
院
。
X
 

腺
検
査
で
小
腸
に
多
発
性
狭
窄
 

を
認
め
、
小
腸
癌
を
疑
わ
れ
た
 

こ
と
も
あ
つ
-た
が
、

は̂
、
珍
ら
 

し
い
肺
の
大
細
跑
癌
で
、
さ
ら
 

に
稀
に
み
る
小
腸
へ
の
お
移
で
 

あ
る
と
判
明
し
た
時
、
先
卞
は
、
 

「
小
腸
癌
-で
な
く
、
よ
か
つ
た
」
 

と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
先
生
 

の
終
生
の
研
究
テ
︱
マ
だ
っ
た
 

胃
と
^
の
病
で
は
^
命
を
失
い
 

視

点

巨

星

嗲
 

白
壁
彦
夫
先
^
が
遂
に
こ
の
 

世
を
去
ら
れ
た
。
誠
に
悲
し
い
 

こ
と
で
あ
る
。
七
卜
三
才
、
今
の
 

-ャ
均
お
命
か
ら
み
る
と
、
ど
う
 

考
え
て
も
早
過
ぎ
る
。
 

0壁
先
生
は
、
九
州
門
司
の
 

ご
出
身
。
旧
制
佐
賀
高
校
か
ら
 

千
葉
医
科
大
学
に
進
ま
れ
、
昭
 

和
二
十
年
二
九
四
五
)卒
業
。
 

す
ぐ
さ
ま
、
海
軍
々
，
ぉ
兒
習
医
 

官
と
し
て
出
征
。
終
戦
時
は
九
 

州
の

:̂：
"の
海
ポ
病
院
で

崎̂
 

の
爆̂
被
^̂
:の
療̂
に
も
屮
︱
 

ら
れ
た
と
い
う
。
二
十
年
十
一
 

月
、
病
院
前
の
下
宿
の
.1ド
で
 

日

当

ぽ

っ

こ

を

し

て

い

た

私
 

ま
、
 

^̂人
お̂
 

：̂
ケ
が
ん
セ
ン
タ
︱
名
誉
院
！
：
 

「
お
ば
さ
ん
、
た
だ
い
ま
/.」
 

と
元
気
な
声
で
.庭
先
か
ら
帰
 

つ
て
来
ら
れ
た
の
に

八̂
；
！
せ
 

た
。
こ
れ
が
、
先
生
と
私
と
の
出
 

合
い
だ
っ
た
。
 

そ
れ
か
ら
の
先
生
の
超
人
的
 

な
研
究
生
活
は
、
柳
田
邦
男
氏
 

の
〃
が
ん
回
廊
の
朝
〃
に
鬼
気
迫
 

る
記
述
が
あ
つ
て
、
多
く
の
人
 

達
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
恐
 

れ
な
が
ら
私
の
随
筆
集
〃
が
ん
 

顯
錄
一
(講
談
社

一
九
儿

ニ
ー
)に
 

も
、
あ
の
有
名
な
一
一
重
造
影
法
 

開
^
の
い
き
さ
つ
を
詳
細
に
書
 

か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
 

奥
様
の
お
お
に
よ
る
と
、
先
 

生
は
、
平
成
六
年
七
月
に
は
既
 

；
し
た
「
平
成
五
年
患
 

！
、
九
十
万
八
千
人
と
 

ん

千

人

(
二

 

I X】
増
え
 

心
疾
患
、
糖
尿
病
、
 

と
対
象
的
で
あ
る
。
 

恧
-つ

て
い
る
。
 

が
ん
は
、
^
て
の
部
位
で
激
 

増
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
効
 

果
的
な
予
防
法
が
確
立
さ
れ
て
 

い

な

い

現

在

は

、

何

と

い

つ

て
 

も
検
診
に
よ
っ
て
早
期
に
発
見
 

す
る
以
外
に
手
は
な
い
。
せ
め
 

て
年
に

一
回
は
年
齢
に
応
じ
た
 

が
ん
検
診
を
受
け
て
は
し
い
。
 

技
師
部
会
総
会
9月

曰̂
 

ェ
Iザ
ィ
本
社
 

大
木
︱
ル
 

；
十
八
叫
！
：
ぉ
屮
"越
地
 

方

仝

放

射

線

技

師

部

会

総

会
 

は
、
九
；
：
：
：
三
十
日
(土
)、
ェ
︱
 

ザ
ィ
本
社
大
ホ
︱
ル
.(東
京
都
 

文

京

区

小

石

川

)
、

で

開

か

れ
 

る
。
 

^
寄
リ
駅
は
営
団
地
ド
鉄
凡
 

の
内
線
茗
荷
谷
駅
か
ら
^
歩
︱
 

五
分
。
 

た
く
な
か
つ
た
の
だ
ろ
う
。
 

全
身
へ
の
転
移
が
急
速
に
進
 

み
、
遂
に
十
一
一
月
一
一
十
九
円
、
こ
 

の
世
を
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
 

一
一
重
造
影
法
を
世
界
に
先
が
 

け
て
開
発
さ
れ
、
胃
集
団
検
診
 

発
展
の
基
礎
を
築
か
れ
た
，
：
：
：
^ 

彦
夫
先
生
。
痛
烈
な
.̂
肉
を
こ
 

め
た
発
言
で
、
人
々
を
笑
わ
せ
 

た
り
、
驚
か
せ
た
リ
、
あ
る
時
は
 

1：
ら
せ
た
り
さ
れ
た
が
、
不
思
 

議
な
魅
力
で
多
く
の
人
逹
を
ひ
 

き
つ
け
、
4-3：
に
無
数
の
熱
烈
 

な
弟
子
を
育
成
さ
れ
た
の
で
あ
 

る
。
 成̂

ヒ
年
；
II：
八
口
の
：
^̂
 

に
参
列
さ
れ
た
人
は
、
北
海
道
 

か
ら
九
州
迄
千
三
^
人
を
超
え
 

た
。
 

謹
ん
で
、
御
^
福
を
析
リ
ま
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防煙，分煙き禁煙などを検討 

第
二
十
七
回
放
射
線
技
師
部
会
(
十
月
十
五
日
)
で
、
愛
知
県
が
ん
 

セ
ン
タ

I福
島
雅
典
医
師
は
、
特
別
講
演
で
「
医
学
検
査
に
お
け
る
医
 

療
者
側
の
責
任
と
は
何
か
？
」
︱
︱
患
者
の
期
待
権
と
医
師
の
注
意
義
 

務
︱
︱
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
た
。
「
医
師
は
患
者
に
隋
報
を
提
 

供
し
て
、
医
療
に
つ
い
て
の
同
意
を
得
べ
き
で
あ
る
」
と
。
ま
た
、
技
 

師
と
の
間
で
は
よ
き
パ
︱
卜
ナ
︱
と
し
て
、
問
題
が
あ
る
と
き
は
、
良
 

く
話
し
合
う
ベ
き
で
あ
る
と
。
 

リ
ス
ク
の
少
な
い
検
診
を
 

検
診
は
と
も
す
る
と
、
極
め
 

て
リ
ス
ク
の
高
い
仕
事
だ
。
精
 

密
検
査
は
さ
ら
に
注
意
を
要
す
 

る
も
の
で
、
注
意
果
く
な
ら
な
 

い
と
い
け
な
い
。
例
え
ば
、
出
门
が
 

ん
の
検
診
で
は
、
千
人
ス
ク
リ
 

I 二
ン
グ
し
た
と
し
て
も
一
 

人
、
一
一
人
場
合
に
よ
つ
て
は
三
 

人
ほ
ど
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
 

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を

 ̂

影
す
る
医
師
は
途
中
で
疲
れ
て
 

し
ま
う
か
ら
、
見
落
と
し
の
リ
 

ス
ク
は
入
間
の
や
る
作
業
で
あ
 

る
以
上
必
ず
つ
き
ま
と
う
。
そ
 

れ
で
-お
師
は
出
来
る
限
り
怪
し
 

い
も
の
は
全
部
拾
い
上
げ
る
よ
 

う
に
す
る
。
そ
れ
が
精
検
に
回
 

つ
て
く
る
。
 

だ
か
ら
、
精
度
の
低
い
写
真
 

を
技
師
が
撮
っ
て
い
た
ら
、
こ
 

れ
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
訳
 

が
分
か
ら
な
い
こ
と
に
な
つ
て
 

し
ま
う
。
 

だ
か
ら
、
慶
応
大
学
の
近
藤
 

君
の
言
う
よ
う
に

「
検
診
は
お
 

害
あ
つ
て

一
利
な
し
」
と
い
う
 

議
論
に
な
っ
て
し
ま
う
。
 

浦
和
地
裁
の
あ
と
ジ
ャ
︱
ナ
 

リ
ズ
ム
が
取
材
し
て
、
大
阪
の
 

検
診
セ
ン
タ
︱
の
大
島
先
生
が
 

指
摘
し
た
こ
と
は
、
胃
が
ん
の
 

ス
ク
リ
︱
二
ン
グ
に
お
い
て
兑
 

落
し
は
一
〇
ぉ
あ
る
だ
ろ
う
。
 

見
落
と
し
が
あ
る
こ
と
は
、
科
 

学
の
精
度
か
ら
し
て
や
む
を
得
 

な
い
が
、
^
師
、
技
師
、
そ
し
て
 

患
者
さ
ん
同
志
、
情
報
を
^
川
 

す
ベ
き
点
を
兑
落
と
し
の
リ
ス
 

ク
が

一
定
限
あ
る
と
い
う
こ
と
 

と
、
過
剰
な
検
^
に
な
り
得
る
 

リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
 

こ
の
一
一
点
を
は
つ
き
り
と
お
互
 

い
が
認
識
し
て
情
報
を
共
用
す
 

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

医
師
の
裁
量
幅
は
少
な
い
 

き
ょ
う
ま
ま
へ
，
：
，
検
空
こ
ぉ
ナ
 

る
医
師
側
の
^̂
と
は
何
か
，
 

「
患
者
の
期
待
権
と
医
師
の
注
 

怠
義
務
」
と
い
う
副
題
を
つ
け
 

ま
し
た
。
 

よ
く
医
者
の
裁

權̂
と
.パ
ゎ
 

れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
知
識
 

の
不
足
、
技
術
の
未
熟
を
裁
量
 

1で
糊
^
す
る
こ
と
は
、
や
め
 

る
べ
き
だ
と
思
う
。
私
は
多
く
 

の
纖
定
窨
、
あ
る
い
は
意
見
書
 

を
係
争
中
の
事
件
に
関
し
て

 ̂

い
て
き
た
が
、
医
師
の
裁
量
論
 

を
持
ち
出
す
よ
う
な
事
件
は

一
 

つ
も
な
か
つ
た
。
す
べ
て
は
医
 

：
!の

意̂
義
務
違
反
、
あ
る
い
 

は
患
者
の
期
侍
権
の
：

せ̂
：
：
で
片
 

付
く
問
題
だ
っ
た
。
 

だ
か
ら
、
注
意
義
務
と
は
何
 

か
、
患
者
の
期
待
権
と
は
何
か
 

を
キ
Iヮ
ー
ド
と
し
て
頭
の
中
 

に

イ

ン

プ

ッ

ト

し

て

い

た

だ

け
 

れ
ば
、
今
回
の
話
は
基
本
的
に
 

目
的
は
達
成
さ
れ
る
。
こ
れ
を
 

紡
ぐ
の
が
イ
ン
フ
ォ
︱
ム
ド
，
 

コ

ン

セ

ン

ト

と

い

う

、

極

め

て
 

強
力
な
概
念
で
あ
る
。
そ
の
概
 

念
は
ィ
ン
フ
ォ
︱
ム
ド
.チ
ヨ
 

イ
ス
と
い
う
上
位
の
概
念
に
^ 

化
し
て
い
く
。
い
ま
ア
メ
リ
カ
 

は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
.チ
ヨ
ィ
 

ス
の
時
代
で
あ
る
。
日
本
は
ィ
 

ン

フ

ォ

I
ム

ド

.
コ

ン

セ

ン

ト
 

を
い
ま
や
つ
と
概
念
と
し
て
並

I
I
 

及
さ
せ
つ
つ
あ
る
状
況
で
す
。
 

病
気
を
見
ず
病
人
を
見
よ
 

名
古
屋
の
団
体
が
愛
知
^
の
 

1內
院
を
中
-し
に
看
護
婦
さ
ん
に
 

ア
ン
ケ

Iト
を
取
っ
た
。
「
い
ま
 

勤
め
て
い
る
病
院
に
、
も
し
病
 

気

に

な

つ

た

ら

入

院

し

ま

す
 

か
」
。
「
し
ま
す
」
が
半
分
で
、
卞
 

分
が
「
し
ま
せ
ん
」
。
，
：
：
分
が
勤
 

め
て
い
る
病
院
に
入
^
し
な
い
 

现
由
は
「
信
頼
で
き
な
い
」
。
こ
 

う
い
う
こ
と
で
、
病
院
の
経
営
 

者
は
極
め
て
重
大
視
し
た
上
で
 

こ
と
に
当
ら
な
い
と
、
そ
の
お
 

院
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
^
師
は
入
 

間
で
あ
り
、
人
間
が
入
問
に
小
︱
 

た
る
以
上
、
そ
こ
に
ェ
シ
ッ
ク
 

ス
と
い
う
こ
と
が
出
て
く
る
。
 

そ
し
て
サ
イ
エ
ン
ス
と
ェ
シ
ッ
 

ク
ス
、
科
学
と
倫
理
の
両
輪
に
 

口
︱
ジ
が
支
え
ら
れ
て
 

初
め
て
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
言
う
 

八
に
入
的
な
技
能
と
し
て
の
ァ
ー
 

ト
で
も
つ
て
^
;師
は
患
者
に
当
 

た
る
わ
け
で
す
。
患
お
の
心
理
 

は
肉
体
の
奥
深
く
閉
じ
こ
め
ら
 

れ
て
い
て
、
容
易
に
现
解
す
る
 

こ
と
は
出
来
な
い
。
だ
か
ら
、
古
 

く
か
ら
「
病
気
を
診
ず
し
て
病
 

人
を
診
よ
」
と
言
わ
れ
る
。
 

医
療
裁
判
千
六
百
件
 

医
師
患
^
関
係
論
を
よ
り
分
 

か
り
や
す
く
、
厳
密
に
と
ら
え
 

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
 

こ
れ
に
は
法
的
な
側
面
を
知
つ
 

て
お
く
の
が

一
番
分
り
や
す
く
 

明
快
で
あ
ろ
う
と
忍
う
。
 

診
療
の
法
的
側
面
を
見
て
み
 

る
と
、
診
療
契
約
と
い
う
こ
と
 

に
な
る
。
し
た
が
つ
て
、
民
法
 

上
、
順
位
に
も
し
く
は
類
似
の
 

契
約
、
例
え
ば
、
請
け
負
い
契
約
 

と
い
う
ふ
う
に
さ
れ
る
。
欧
米
 

の
教
科
書
は
.ぉ
師
患
者
関
係
に
 

か
か
わ
る
よ
う
な
記
述
は
最
初
 

に
出
て
き
て
、
そ
こ
に
こ
う
い
 

う
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
 

し
か
し
民
法
上
の
契
約
と
違
つ
 

て
、
^
療
に
お
い
て
は
診
療
プ
 

口
セ
ス
の
進
行
に
従
っ
て
契
約
 

内
容
が
発
展
し
、
明
ら
か
に
な
 

る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
 

こ
れ
を
完
全
に
展
行
し
な
け
 

れ
ば
、
債
務
不
履
行
と
い
う
こ
 

と
に
な
っ
て
、
判
决
文
の
中
で
 

杜
撰
、
疎
漏
、
不
.̂:̂
と
指
摘
さ
 

れ
る
。
 

現
在
の
法
律
に
お
い
て
も
医
 

師
は
義
務
で
が
ん
じ
が
ら
め
に
 

に
な
っ
て
い
る
。
義
務
違
反
と
 

い
う
と
、
応
召
義
務
違
反
、
注
意
 

義
務
、
転
送
義
務
、
守
秘
義
務
、
 

説
明
義
務
、
療
養
指
導
義
務
、
結
 

果
報
告
義
務
、
研
鑽
義
務
、
こ
の
 

中
に
私
は
^
断
確
定
箱
務
を
明
 

お
し
た
方
が
い
い
と
思
う
が
、
 

そ
れ
は
注
意
義
務
に
広
く
含
ま
 

れ
る
。
 

ほ
と
ん
ど
は
問
題
が
起
き
て
 

も
忠
^
;:は
そ
の
こ
と
が
分
 

ず
、
知
ら
ぬ
が
仏
で
過
ぎ
る
。
 

か
ら
、
し
ょ
う
か
な
い
と
あ
き
 

ら
め
る
。
し
か
し
、
ど
う
も
お
か
 

し
い
と
思
い
始
め
る
と
、
い
ろ
 

ん
な
人
と
相
談
し
、
迷
い
に
迷
 

つ
て
証
拠
保
^
と
い
う
乎
に
出
 

て
、
示
談
あ
る
い
は
裁
判
で
争
 

う
。
い
ま
千
六
-白
件
ほ
ど
医
療
 

裁
判
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
 

れ
は
氷
山
の
一
角
だ
。
 

情
報
の
開
示
を
受
け
よ
 

^
師
に
は
裁
量
が
あ
る
。
し
 

か
し
な
が
ら
、
期
侍
権
と
注
意
 

義
務
と
い
う
こ
と
で
、
問
題
を
 

冷
静
に
兒
て
み
る
な
ら
ば
、
現
 

代
の
科
学
水
準
に
照
ら
し
て
、
 

と
て
も
話
に
な
ら
な
い
こ
と
が
 

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
知
識
の
 

決
定
約
不
足
、
例
え
ば
、
胸
が
痛
 

い
と
言
っ
て
、
救
总
病
院
に
駆
 

け
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
ど
こ
か
の
 

大
ゃ
の
研
修
^
が
ア
ル
バ
イ
ト
 

で
来
て
い
て
、
血
』
も
測
ら
な
 

い
、
脈
も
診
な
い
、
心
電
図
は
も
 

ち
ろ
ん
取
ら
な
い
。
そ
れ
は
医
 

療
と
は
言
わ
な
い
。
 

そ
う
い
う
こ
と
が
^
:師
の
裁
 

量
で
戦
わ
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
 

れ
は
マ
ン
ガ
だ
。
知
識
の
不
足
、
 

技
術
の
未
熟
に
関
し
て
裁
量
論
 

が
通
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
医
 

お
側
が
認
識
し
、
そ
れ
を
公
に
 

し
な
い
限
り
、
患
者
側
の
不
信
 

感
は
ぬ
ぐ
い
よ
う
が
な
い
と
思
 

だ
か
ら
、
納
得
出
来
る
、

頓̂
 

で
き
る
^
療
が
な
さ
れ
る
た
め
 

の
基
本
的
条
件
を
整
理
す
る
 

と
、
忠
者
が
す
べ
て
の
情
報
を
 

得
た
と
信
じ
る
に
至
る
根
拠
が
 

あ
る
こ
と
。
そ
の
中
で
、
患
者
自
 

身
が
は
取
善
と
思
わ
れ
る
方
法
を
 

5
ら
選
択
し
得
た
と
い
う
認
識
 

が
あ
る
こ
と
。
そ
の
選
択
を

 ̂

る
た
め
に
^
師
が
卜
分
忠
^
に
 

協
力
し
た
事
実
が
患
者
に
も
十
 

分
瑰
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

そ
し
て
上
記
の
点
を
患
者
の
 

家
族
も
十
分
承
知
し
て
い
る
こ
 

と
。
イ
ン
フ
ォ
1
ム
ド
.コ
ン
セ
 

ン
ト
と
い
う
概
念
を
持
ち
出
す
 

ま
で
も
な
く
、
私
ど
も
が
日
常
 

生
活
に
お
い
て
社
会
的
な
行
動
 

の
中
で
、
物
事
の
納
得
と
い
う
 

こ
と
を
考
え
た
時
、
こ
れ
は
当
 

リ
前
の
こ
と
で
あ
る
。
 

だ
か
ら
、
内
，
」
決
定
と
い
う
 

の
が
き
ち
っ
と
行
わ
れ
な
い
限
 

は
、
イ
ン
フ
ォ
︱
ム
ド
.コ
ン
 

セ
ン
ト
が
正
し
く
得
ら
れ
た
と
 

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
 

の
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
 

れ̂
が
，
：
：
分
が
受
け
る
;̂̂;;: 

お
を
情
報
の
開
示
を
受
け
た
上
 

で
理
解
し
納
得
し
て
い
な
い
と
 

い
け
な
い
。
こ
れ
は
大
変
な
作
 

業
で
あ
る
。
 

医
者
と
技
師
が
討
論
を
 

放
射
線
の
検
杏
に
関
し
て
は
 

そ
の
精
度
管
現
が
厳
し
く
間
わ
 

れ
る
こ
と
に
な
る
。
わ
け
の
分
 

ら
な
い
写
真
と
い
う
か
、
お
化
 

け

の

よ

う

な

写

真

を

撮

つ

て
 

「
写
真
撮
リ
ま
し
た
」
と
一
一
12つ
 

て
保
険
提
出
す
る
と
し
た
ら
、
 

詐
欺
み
た
い
な
こ
と
に
な
つ
て
 

し
ま
う
。
当
然
な
が
ら
、
医
師
と
 

技
師
が
そ
の
点
に
つ
い
て
デ
ィ
 

ス

カ

ツ

シ

ョ

ン

し

て

診

断

が

下
 

さ
れ
る
。
こ
れ
が
珲
想
で
あ
る
。
 

^
代

の

医

の

倫

現

と

い

う
 

か
、
医
療
を
支
え
る
基
本
的
な
 

概

念

は

一
九

闪

七

年

の

二

ュ

ル
 

ン
べ
ル
ク
裁
判
を
ま
と
め
た
二
 

ュ

ル

ン

べ

ル

ク

綱

領

に

始

ま
 

り

、

一

九

六

四

年

の

ヘ

ル

シ

ン
 

キ
宣
言
に
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
が
 

出
来
る
。
一
九
七
五
年
、
現
在
の
 

は̂
^̂
で
^̂
師̂
全
が
開
 

催
さ
れ
た
と
き
に
ま
と
め
あ
げ
 

ら
れ
た
。
 

残

念

な

が

ら

、

ヘ

ル

シ

ン

キ
 

宣
言
は
日
本
の
^
:学
教
育
の
中
 

で
は
き
ち
っ
と
教
え
ら
れ
て
い
 

な
い
。
私
が
京
都
大
学
や
浜
松
 

医
大
な
ど
で
「
へ
ル
シ
ン
キ
^
!一
 

言
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
」
 

レ
ー
^
い
た
と
こ
ろ
、
手
を
卜
げ
 

た

の

は

一
〇

ぉ

以

ド

で

あ

つ
 

た
。
そ
の
学
生
は
臨
床
に
入
つ
 

て
い
る
学
生
で
し
た
。
 

が
ん
の
土
蜀
は
当
然
 

が
ん
の
忠
^
さ
ん
に
話
を
す
 

る
の
は
、
い
か
が
な
も
の
か
、
と
 

い
う
ふ
う
に

|6諭
を
後
戻
り
さ
 

せ
る
。
と
こ
ろ
が
、
じ

1
1̂
0
 

(！
：
際
対
癌
連
八
：
！
)の
一
九
八
 

七

年

の

テ

キ

ス

ト

ブ

ッ

ク

に

は
 

患
者
さ
ん
ベ
の
心
理
的
な
支
援
 

と
い
う
形
で

一
章
を
設
け
て
あ
 

つ
て
、
が
ん
の
告
知
に
つ
い
て
 

明
快
に
述
べ
て
い
る
。
 

力

ん

を

告

知

す

る

力

告

知
 

し

な

い

か

は

、

誤

っ

た

ジ

レ

ン
 

マ
で
あ
る
。
問
！
Iは
い
つ
、
ど
の
 

よ
う
に
患
者
に
そ
の
^̂
を
開
 

て
は
、
以
下
の
事
項
か
例
：
小
さ
 

れ
て
い
る
。
ま
ず
は
防
熥
対
策
 

と
し
て
、
未
成
年
者
に
た
ば
こ
 

を
^
:惯
化
さ
せ
な
い
対
策
の
一
 

環

と

し

て

広

告

対

策

が

あ

る
 

が
、
現
在
、
た
ば
こ
広
告
に
つ
い
 

て
は
、
人
蔵
省
の
広
告
桁
針
の
 

ほ
か
、
^
間
(午
前
I

 0時
か
ら
 

午
後
五
時
五
四
分
ま
で
、
視
聴
 

率

X
放
送
時
間
)
な
ど
業
界
の
 

內
お
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
禁
燻
対
策
に
つ
い
て
 

は
、
^
在
喫
煙
屮
の
者
の
約
ヒ
 

割
は
た
ば
こ
を
止
め
た
い
と
い
 

う
意
識
を
も
つ
て
い
る
と
い
う
 

調
査
結
果
か
ら
、
そ
の
人
達
に
 

対
す
る
、
禁
煙
指
導
技
術
、
サ
ボ
 

Iト
体
制
の
確
立
が
急
が
れ
て
 

ハ
る
。
 

た
ば
こ
行
動
計
画
の
 

検
討
内
容
 

1
、
防
煙
対
策
(喫
煙
化
喫
煉
 

3
惯
化
の
防
止
) 

①
未
成
年
者
及
び
保
護
者
 

一
に
対
す
る
健
康
教
お
の
 

充
実
 

②
成
人
に
対
す
る
健
康
教
 

育
シ
ス
テ
ム
の
確
立
 

^
③
た
ば
こ
広
告
等
に
関
す
 

る
対
策
 

2
、
分
娌
対
策
(非
喫
煙
お
の
 

受
動
喫
煙
か
ら
の
保
護
) 

①
公
共
の
場
所
に
お
け
る
 

分
煙
対
策
 

②
喫
煙
者
に
対
す
る
マ
ナ
 

︱
教
育
 

3、

 

^
煙

5
：
策
ー
喫
娌
者
の
唤
 

煉
を
止
め
さ
せ
る
) 

①
保
健
！
：
療
関
係
者
の
禁
 

煉
折
導
者
と
し
て
の
養
 

成
 

②
禁
煙
指
導
の
技
術
開
発
 

と
蒈
及
 

③
禁
煙
者
に
対
す
る
禁
煙
 

サ
ボ
Iト
体
制
の
確
立
 

4、
そ
の
他
 

(週
^
保
健
徵
卞
二
 

ュ
︱
ス
、
七
六
四
号
 

か
ら
) 

が
す
る
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
 

に
明
化
に
？
^
ベ
て
い
る
。
ぞ
の
 

あ
と
、
患
者
へ
の
心
理
的
な
支
 

援
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
そ
 

れ
を
箇
条
#き
に
：
！
；
め
て
的
確
 

に
記
述
し
て
い
る
。
 

享
生
省
は
十
月
四
日
、
保
建
 

医
療
局
長
の
私
的
検
討
会
と
し
 

て
「
た
ば
こ
行
動
計
画
検
討
会
」
 

を
設
置
し
た
。
た
ば
こ
行
動
計
 

画
に
つ
い
て
の
検
討
を
す
る
も
 

の
で
、
座
長
に
島
尾
忠
男
結
核
 

予
防
会
会
長
を
選
び
、
た
ば
こ
 

対
策
三
本
柱
(防
煙
、
分
煙
、
禁
 

煙
)
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

効
果
的
な
喫
煙
対
策
を
 

た
ば
こ
行
動
計
：
幽
に
つ
い
て
 

は
、
一
九
八
九
年
の
^
9
0
の
 

総
会
で

一
九
九
四
年
ま
で
に
加
 

盟
国
の
五
〇
冗
が
対
策
を
策
定
 

す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
た
「
た
 

ば
こ
に
関
す
る
が
；
1-0の
行
動
 

計
画
」
が
決
議
さ
れ
た
こ
と
及
 

び
、

一
九
凡
三
年
に
公
衛
赛
か
 

ら
「
喫
煙
と
健
康
問
題
に
関
す
 

る
報
告
書
」
(た
ば
こ
.IIお
)が
 

出
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
よ
 

り
効
果
的
な
喫
煙
対
策
を
総
合
 

的
に
推
進
す
る
た
め
、
た
ば
こ
 

行
動
計
！
；
に
つ
い
て
検
討
を
始
 

め
た
も
の
で
あ
る
。
 

広
告
対
策
が
必
要
 

1̂1̂
会
で
の
検
討
內
容
と
し
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5
減
っ
て
い
る
の
に
、
女
性
 

1̂に
 一
X
増
え
て
い
る
と
い
 

結
果
だ
っ
た
。
 

男
性
微
減
、
女
性
増
え
る
 

た
ば
こ
産
業
の
調
査
は
、
九
 

四
年
五
月
、
全
国
の
成
入
男
女
 

一
万
六
千
人
を
対
象
に

施̂
、
 

約

一
万
千
七
百
入
(七
三

，
一
 

三
X〉
か
ら
回
答
を
得
た
。
 

成
人
^
性
の
喫
煙
率
は
、
前
 

年
比
0 
，
八
X下
が
つ
て
、
五
 

九
X。
女
性
は
一
一
年
連
続
の
増
 

加
で
、
八
一
一
年
の
一
五
.四
Xに
 

次
ぐ
一
四
.八
冗
と
な
っ
た
。
 

こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
別
 

に
み
る
と
、
男
性
は
一
一
〇
代
六
 

三
-四
冗
、
三
0代
六
八
-九
冗
、
 

四
0代
六
一
一
.0%、
五
〇
代
五
 

五
.五
冗
、
六
0歳
以
上
四
六
. 

四
X。
 

女
性
は
一
一
0代
一
10.一

 

冗

、
 

三
〇
代
一
八
-九
冗
、
四
〇
代
一
 

五
.三
冗
、
五
〇
代
一
一
丄
ハ
冗
、
 

六
〇
歳
以
上
八

，
三
冗
と
な
つ
 

て
い
る
。
 

男
性
ほ
三
0代
、
女
性
は
一
一
 

〇
代
が
；

卨̂
で
あ
る
こ
と
が
分
 

る
。
 

喫
煙
女
性
七
人
に
一
人
 

特
に
、
女
性
の
喫
煙
人
口
は
、
 

六
五
年
の
調
査
開
始
以
来
最
も
 

多
い
七
百

一
一
十
七
万
人
に
の
ぼ
 

り
、
初
め
て
七
百
-力
人
を
突
破
、
 

男
女
合
計
の
喫
煙
率
も
前
^
に
 

比
べ
〇

，
一
お
と
上
昇
し
て
三
 

六
，
一
一
お
と
三
年
ぶ
り
に
ァ
ッ
 

プ
し
た
。
女
性
の
ア
ッ
プ
に
つ
 

い
て
、

I丁
で
は
「
女
性
の
職
場
 

進
出
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
解
消
な
 

ど
の
見
方
も
あ
る
が
、
統
計
な
 

の
で
有
意
差
は
な
い
」
と
み
て
 

い
る
、
と
話
し
て
い
る
。
 

男
性

本̂
、
女
性

本̂
 

「
毎
日
吸
う
」
と
応
え
た
人
 

の
喫
煙
本
数
は
男
性
が

一
日
当
 

た
り
一
一
四
.九
本
、
女
性
は
一
 

七
.一
本
で
、
と
も
に
前
年
よ
り
 

〇

^
一

 本
^
え
て
い
る
。
 

高
齢
者
胃
癌
が
極
め
て
高
い
1
 

受
診
勧
奨
と
事
後
管
理
を
 

第
四
十
九
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
関
東
甲
信
越
地
方
会
(
二
月
十
八
日
新
潟
)
の
シ
ン
ポ
 

ジ
ゥ
厶
「
胃
集
検
の
変
遷
︱
︱
こ
の
十
年
」
で
、
二
市
北
蒲
原
郡
総
合
健
康
開
発
セ
ン
タ
︱
島
 

津
和
貴
男
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
高
齢
者
の
が
ん
罹
患
者
が
急
速
に
ふ
え
て
い
る
。
濃
厚
 

な
検
診
と
事
後
管
理
が
大
切
だ
」
と
。
 

受
診
者
伸
び
る
 

当
セ
ン
タ
︱
の
胃
集
検
事
業
 

は
、
一
一
十
年
の
歴
史
を
有
す
る
。
 

こ
の
十
年
の
変
遷
を
ド
記
の
項
 

目
で
検
討
し
た
。
(
昭
和
五
三
 

〜
五
五
年
の
三
年
間
を
前
期
、
 

平
成
三
〜
五
年
の
三
年
問
を
後
 

期
と
し
、
年
齢
に
つ
い
て
は
三
 

九
歳
未
満
、
1:0〜
孔
九
歳
、
六
 

〇
歳
以
ヒ
の
三
群
に
分
け
た
)。
 

受

診

者

数

前

期

三

五

、

六
 

五
八
、
三
九
歳
未
満
四
、
〇
九
 

一
、
四
〇
〜
五
九
歳
一
ニ
ニ
、
四
三
 

六
、
六
〇
歳
以
卜
八
、
一
三

一
。
 

後
期
五
〇
、
九
八
六
、
三
九
歳
未
 

今
年
は
第
一

一
次
人
戦
終
結
丘
 

十
年
を
記
念
し
て
、
世
界
各
地
 

で
様
々
な
ィ
べ
ン
ト
が
計
幽
さ
 

れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
わ
が
国
 

で
は
震
災
で
ど
う
な
る
こ
と
で
 

あ
ろ
う
力
I 

同
時
に
今
年
は

X
線
発
見
か
 

ら
百
年
と

い
う
年
で
も
あ
る
。
 

範
囲
は
ダ
ン
と
狭
く
な
る
が
、
 

X
線
を
や
問
研
究
や
医
療
に
使
 

つ
て
い
る
人
々
に
と
つ
て
は
よ
 

り
身
近
か
な
記
念
す
べ
き
年
で
 

あ
る
と
も
い
之
る
。
 

そ
の

X
線
は
百
年
前
ド
イ
ツ
 

の
ウ
ル
ッ
ブ
ル
ダ
と
い
う
田
.！
1
：
 

町

の

工

科

大

学

で

発

見

さ

れ
 

た
。
発
見
者
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
.コ
 

ン

ラ

ッ

ド

.
レ

ン

ト

ゲ

ン

で

あ
 

る
。
後

-̂、
彼
は
こ
の
発

こ̂
よ
 

つ
て
第

 

一
^
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
 

赏
を
な
赏
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

X
線
の
^
学
へ
の
応
用
に
つ
 

長
 

穿
 

満
七
八
八
、
四
0〜
五
九
歳
二
 

二
、
九
一
九
、
六
0歳
以
上
一
一
 

八
、
0七
九
。
 

後
期
は
前
期
の
一
、
四
三
倍
、
 

三
九
歳
来
1
2
0は
〇
1
一
九
倍
、
 

四
0歳
〜
五
九
歳
で
は
0
 

，
九
 

八
倍
、
六
0歳
以
上
で
は
三
-四
 

五
倍
に
な
つ
て
い
る
。
 

癌
発
見
率
全
体
で
「
冗
 

癌
発
見
率
を
み
る
と
、
前
期
 

全
体
で
は
〇
二
 
一

 一

 X (男
0
 

三
七
冗
、
女
0
 

，

一
 七
冗
)。
三
 

九
歳
未
満
で
は
男
？
一
一
一
冗
、
 

女
0
 一

 一

 
一
X
、
四

0
〜
五
九
歳
 

男
〇
二
一
九
X、
さ
ろ
八
.效
 

六
〇
歳
以
上
男
0丄
ハ
九
X
、
女
 

0

 ̂

 一

 
二

一

一
冗

。
 

後
期
で
は
全
体
0̂
三
0冗
、
 

1？
；
0五
六
X、
女
0一

 

六

X
。
 

三
儿
^
未
満
で
は
男
 

女
0冗
、
四
0〜
五
九
歳
男
？
 

一
一
七
X、
女
0.0六
X、
六
〇
 

歳
以
上
は
男
〇
，
七
四

X
、
女
 

〇
.一
一
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
 

早
期
癌
率
は
、
前
期
三
九
，
 

I

 一
X
、
後
期
六
六
.九

X
。
内
視
 

鏡
施
行
率
は
前
期
が
二
七
. 

！
：
冗
、
後
期
は
九
三
^
一
 

冗

。
 

他
部

IIチ
ェ
ッ
ク
率
は
前
期
 

九
.三
X、
後
期
一
一
〇
，
五
X。
 

こ

の

う

ち

早

期

癌

は

前

期

一
 

三
，
八
冗
、
後
期
一
一
七
.一
冗
、
 

進
行
癌
は
前
期
が
六
.五
X
、
後
 

期
が

 
一
0冗
で
あ
る
。
 

高
齢
者
に
濃
厚
受
診
を
 

山
受
診
者
数
は
一
，
四
一
一
一
催
 

に
増
加
。
三
九
歳
未
満
は
激
減
、
 

六
〇
歳
以
上
は
激
増
。
 

8癌
発
見
率
で
は
〇

，
一
一
 

一
冗
か
ら
0三
〇
冗
と
一
.五
 

倍
に
卜
界
。
し
か
し
、
六
〇
^
ぶ
 

満

で

は

男

女

共

に

若

下

の

低
 

ド
、
逆
に
八
0歳
以
ヒ
で
男
女
 

共
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
 

よ
り
六
〇
歳
未
満
で
罹
患
率
低
 

ド
が
、
六
〇
歳
以
上
で
は
上
昇
 

胃
集
検
の
現
場
か
ら
^
 

神
奈
川
県
労
働
衛
生
福
祉
協
会
 

消
化
器
診
断
部
長
 

謹
曰
博
士
口
 

い
て
、
東
京
大
学
解
剖
学
教
室
 

の
養
老
孟
司
教
授
は
そ
の
ェ
ッ
 

セ
ィ
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
 

ベ
て
い
る
。
 

「
十
九
世
紀
に

X
線
が
発
見
 

さ
れ
、
医
学
に
応
用
さ
れ
る
よ
 

う
に
な
つ
た
。
こ
れ
で
生
き
て
 

い
る
胃
が
観
察
出
来
る
よ
う
に
 

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
解
剖
学
の
 

教
科
書
は
書
き
か
え
ら
れ
る
こ
 

と
に
な
っ
た
。
」
(養
老
孟
司
「
涼
 

し
い
脳
味
噌
」
文
藝
春
秋
社
) 

し
か
し
、
私
の
学
ん
だ
大
学
 

が
お
く
れ
て
い
た
の
か
、
私
が
 

不
勉
強
だ
っ
た
の
か
解
剖
学
の
 

講
義
で
生
き
た
胃
の
話
は
；

惊̂
 

に
な
い
。
解
剖
(子
の
教
科
書
の
 

こ
と
は
措
く
と
し
て
、
臨
^
^
 

学
へ
の
応
用
は
め
ざ
ま
し
い
も
 

の
が
あ
っ
た
。
 

私
が
大
学
を
卒
業
し
て
所

 ̂
入
局
し
た
時
に
大
学
病
院
に
は
 

内
科
7〉
外
科
7
〕産
婦
人
 

科
、
小
児
科
、
皮
膚
泌
尿
器
科
、
 

眼
科
、
耳
鼻
科
、
精
神
科
、
0
 

科

の

十

一
診
療
科
が
あ
っ
た
 

が
、
眼
科
と
精
神
科
を
除
い
て
 

す
べ
て
の
科
に

X
線
装
置
が
置
 

か
れ
て
い
た
。
 

一
方
、
当
時
私
ど
も
が
受
け
 

た
学
部
の
診
断
学
の
溝
^
や
尖
 

お
で
は

X
線
検
査
は
補
助
手
段
 

と
さ
れ
、
主
流
は
病
原
の
聴
取
、
 

視
診
、
打
聴
診
で
あ
り
触
診
で
 

あ
っ
た
。
臨
床
実
習
で
は
先
輩
 

の
医
師
の
指
導
で
患
者
の
胸
部
 

を
聴
診
す
る
の
だ
が
、
例
え
ば
 

こ
れ
が
空
洞
に
空
気
が
出
入
す
 

る
音
だ
と
い
わ
れ
て
も
さ
っ
ぱ
 

り
分
ら
な
か
つ
た
こ
と
を
思
い
 

出
す
。

一
方
で
は
臨
床
講
義
で
 

空
洞
が
誰
の
眼
に
も
明
ら
か
な
 

X
線
写
真
が
出
て
来
る
の
だ
か
 

ら
、
何
故
あ
の
難
か
し
い
聴
診
 

に
こ
だ
わ
る
の
か
と
い
う
疑
問
 

が
あ
っ
た
。
 

今
や
画
像
診
断
は
花
盛
り
で
 

あ
る
。
古
い
診
断
法
は
軽
視
さ
 

れ
、
そ
の
結
果
医
師
と
患
者
が
 

顔
を
合
わ
せ
る
時
間
が
少
な
く
 

な
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
 

一
方
、
腹
部
の
外
科
に
は
，
，
開
 

け
て
見
れ
ば
分
る
々
と
い
う
原
 

則

の

よ

う

な

考

え

方

が

あ

つ
 

た
。
事
実
、
診
断
の
つ
か
ぬ
ま
、
 

開
腹
手
術
が
行
な
わ
れ
、
危
ぃ
 

生
命
が
救
わ
れ
た
症
例
も
数
多
 

く
あ
っ
た
。
同
時
に
、
無
川
乃

 ̂

有
害
な
開
腹
が
行
わ
れ
た
例
も
 

す
く
な
く
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
 

で
も
，
，
開
け
て
み
れ
ば
分
る
々
と
 

い
う
思
想
が
永
く
外
科
を
支
配
 

し
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
そ
 

力
う
力
力
え
た
 

癌̂
発
見
率
〇
，
一
一
〇
％
は
 

以
上
は
、
四
〇
歳
以
上
の
男
性
 

と
六
〇
歳
以
ヒ
の
女
性
。
よ
つ
 

て
こ
の
年
代
が
積
極
的
な
受
診
 

勧
奨
の
対
象
と
な
ろ
う
。
特
に
 

六
〇
歳
以
上
の
男
性
は
〇

，
七
 

11̂
と
高
率
で
あ
る
た
め
、
最
 

低
一
丁
三
年
に
一
回
の
計
画
検
 

診
の
実
施
と
事
後
管
理
が
必
要
。
 

5早
期
癌
は
三
九
^
一
一
冗
か
 

ら
六
六
.九
冗
と
向
上
。
精
検
手
 

段
に
、
ほ
ぼ

一
〇
〇
冗
内
視
鏡
 

を
選
択
し
て
い
る
こ
と
が
卞
因
 

と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
精
険
 

を
担
当
す
る
内
視
鏡
^
の
技
量
 

も
癌
発
見
率
に
少
な
か
ら
ず
影
 

響
を
及
ぼ
す
。
 

⑤

他

部

位

チ

エ

ッ

ク

率

は
 

九
.三
お
か
ら
一
一
㊀
.五
お
と
倍
 

に
。
早
期
癌
で
は
四
人
に

一
人
 

が
他
部
位
チ
ヱ
ッ
ク
で
発
兑
。
 

こ
れ
は
現
行
シ
ス
テ
ム
の
限
界
 

を
示
す
も
の
で
精
度
^
に
へ
更
 

な
る
努
力
が
必
要
と
共
に
、
他
 

の
方
法
論
と
の
協
調
も
視
野
に
 

入
れ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
 

の
終
り
の
頃
と
私
が
修
業
時
代
 

が
重
っ
て
い
た
。
 

そ
の
時
に
経
験
し
今
も
忘
れ
 

ら
れ
な
い
症
例
が
あ
っ
た
。
教
 

I；
主
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
戦
後
 

の
混
乱
期
の
頃
で
あ
る
。
 

嚼
吐
を
、
モ
訴
と
す
る
患
者
が
 

入
院
し
た
。

一
般
状
態
は
よ
く
 

な
い
。
胃
部
は
膨
満
し
叫
ら
か
 

に
幽
門
狭
窄
が
疑
わ
れ
る
。
 

検
食
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
 

が
、
生
憎
、
X
線
装
置
が
故
障
し
 

て
修
理
に
I
 ニ
ニ
日
か
か
る
と
い
 

う
。
こ
こ
で
例
の
ヶ
開
け
て
見
れ
 

ば
分
る
"
と
い
う
論
理
が
先
行
 

し
て
手
術
と
な
つ
た
。
 

開
腹
所
兑
で
も
幽
門
狭
窄
の
 

状
態
だ
が
狭
,の
原
！
：
が
も
う
 

ひ
と
つ
判
然
と
し
な
い
。
術
者
 

は
迷
つ
て
い
た
が
計
両
通
り

I
I！
 

切
除
を
始
め
た
。
1
一
一
指
腸
断
 

端
を
閉
鎖
し
、
残
胃
と
吻
八
：
す
 

べ

き

空

腸

を

ひ

っ

ぱ

リ

出

し
 

た
。
そ
こ
に
異
変
が
あ
っ
た
。
術
 

者
の
指
に
ひ
か
か
つ
て
つ
ま
み
 

出
さ
れ
た
の
は
腫
瘤

I空
腸
 

癌
で
あ
っ
た
。
空
腸
癌
を
見
た
 

の
は
後
に
は
先
に
も
こ
の
時
ヒ
 

け
で
あ
る
。
 

今

年

の

た

ば

こ

の

喫

煙

率
 

は
、
日
本
た
ば
こ
産
業
(
^
 丁
) 

の
十
二
月
二
十
二
日
付
の
発
表
 

で
、
男
性
は
五
九
.〇
％
、
女
性
 

は
I四
.八
X
と
分
っ
た
。
こ
れ
 

は
男
性
は
前
年
に
比
べ
て
〇
，
 

こ
の
患
者
の
受
持
^
は
教
授
 

に
症
例
報
告
を
命
じ
ら
れ
て
頭
 

を
抱
え
こ
ん
だ
。
 

八
，
で
は
先
づ
こ
ん
な
こ
と
は
 

起
ら
な
い
。
消
化
管
の

X
線
撮
 

影
か
ら
血
管
撮
影
ま
で
"開
け
 

て
見
て
も
分
ら
な
い
"情
報
が
 

提
供
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。
 

更
に
超
音
波
検
査
や
^
な
が
 

参
加
し
て
益
々
に
ぎ
や
か
に
な
 

つ
て
来
た
。
 

そ
れ
で
も
肺
の
病
変
の
診
断
 

に
は
第

一
選
択
と
し
て
依
然
と
 

し

て

胸

部

単

純

撮

影

が

あ

る
 

し
、
こ
れ
に
じ
丁
が
加
わ
っ
て
 

新
ら
し
い
成
来
が
期
待
さ
れ
て
 

い
る
。

X
線
発
見
百
年
を
ス
テ
 

ッ
プ
に
次
な
る
飛
躍
が
望
ま
れ
 

る
の
で
あ
る
。
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集団検診に最適なダブルガンマタイプと超高應度タイプ 
0「は高鮮鋭度で豊かな階調を持った、90秒処理が 

可能なダブルガンマタイプの才ルソフィルムです。 

秦幅広いラチチュードにより、胸部撮影や胃部造影撮 

影にご使用いただけます。 

0 「屮は0「の優れた写真特性を基本にポリエステル 

ベースを採用し、集団検診の作業能率向上に役立つ 

長尺卷きのはスポットカメラ専用の才ルソフィルム 

です。 

05は被曝線量を幸圣減し、超高感度を誇るミラ一カメラ 

専用のオルソフイルムです， 

暴胸部造影をはじめ、胃部造影撮影に適した写真特 

性をそなえています。 

#超高感度にもかかわらず粒状性に優れ、カブリも少 

なくクリア一な写真が得られます。 

コ ニ カ 株 式 芸 社 
163東京部新宿区西新宿1-26-2丁5し（(̂门ぉ̂さ卩ラ;代） 
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「 健 康 意 識 」 国 民 の 9 割 

「疲労」「体力の衰え」も約6割 

未成年者に 

アルコール 

提 供 自 粛 を 

季
大
会
(
十
一
月
二
十
 

県
立
病
院
外
科
の
細
川
 

&
方
法
の
転
換
に
対
応
 

、
そ
の
抄
録
で
あ
る
。
 

内
視
鏡
検
査
ふ
え
る
 

こ
の
十
年
間
は
胃
癌
診
断
方
 

法
が
大
き
く
転
換
し
た
時
期
で
 

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
十
；

前̂
 

に
は
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
 

に

1
0
透
视
、
次
い
で
胃
内
視
鏡
 

検
査
が
行
わ
れ
て
い
た
。
 

し
か
し
、
ま
視
型
細
径
フ
ァ
 

ィ
バ
︱
ス
コ
︱
プ
が
普
及
後
直
 

ち
に
内
視
鏡
検
査
と
生
検
が
行
 

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
 

院
で
み
た
場
合
、
一
九
凡
一
年
 

の

部

消

化

管

内

視

鏡

検

査

検
 

数
が
一
九
八
三
年
の
一
一
倍
に
増
 

加
し
た
の
に
対
し
て
、
レ
ン
ト
 

ゲ
ン
検
査
件
数
は
半
数
以
下
に
 

減
少
し
て
し
ま
つ
た
。
胃
癌
該
 

断
方
法
が
簡
便
化
、
短
縮
化
し
 

た

の

は

否

め

な

い

事

実

で

あ
 

リ
、
ル
︱
チ
ン
の
上
部
消
化
管
 

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
行
う
機
会
 

は
咸
少
し
て
い
る
。
 

直

接

レ

ン

ト

ゲ

ン

検

査

で

築
 

か
れ
た
診
断
学
を
基
盤
に
^
接
 

ン
タ
I、
放
射
線
技
 

帀
ー
 

自
、
 

西

谷

和

夫

(
田

畑

宵
 

腸
科
医
院
、
放
射
線
 

技
師
) 

^
羽
翔
一
一
(な
数
成
 

人

病

セ

ン

タ

I、

放
 

射
線
技
師
) 

指
定
発
一
一
一
曰
丸
山
稚
 

一
(
癌
研
附
厲
^
院
 

検

診

セ

ン

タ

I、

消
 

匕
；
勺
斗
莩
『
一
き
 

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム
 

が
ん
検
診
未
受
診
者
 

へ
の
ァ
プ
ロ
︱
チ
 

^
 ̂
滝
沢
迪
子
 

(̂
岛
^
保
健
衛
生
 

協
佥
、
保
健
婦
) 

曰

|
|
曳

征

子

(
北

毎

道
 

空
知
郡
北
村
役
場
住
 

民
課
、
保
健
婦
) 

寅
者
 

古

木

優

子

(
石

川

県
 

ヒ

1保
健
讦
、

口
木
货
 

き
 

関

千

代

美

(
香

川

県
 

高
瀬
玎
，
3；
勿
、
保
督
 

婦
)
 

未
定
(：
促
岛
^ 

録
と
照
合
し
た
。
内
視
鏡
検
査
 

か
ら

一
年
以
内
の
偽
陰
性
率
は
 

五
.六
冗
、
二
年
以
内

 

一
二

. 

一
お
、
三
年
以
内
一
六
.〇

、̂
 

四
年
以
内

一
九

，
〇
ぉ
で
あ
つ
 

た
。
す
な
わ
ち
、
集
検
の
偽
陰
性
 

率
は
三
年
間
隔
の
内
視
鏡
検
査
 

と
対
比
し
た
場
合
で
も
ま
だ
約
 

一
〇
ぉ
高
値
な
の
で
あ
る
。
検
 

診
の
個
別
化
が
要
求
さ
れ
る
現
 

在

、

間

接

レ

ン

ト

ゲ

ン

写

莨

(
の
 

陰̂

率̂
の
な
Iさ
も
大
き
な
問
 

1！
で
あ
る
。
 

診
断
方
法
の
転
換
を
 

胃
集
団
検
診
が
地
域
の
肖
癌
 

死
亡
率
の
低
下
に
寄
与
し
て
き
 

た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
事
実
 

で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
も
3！
：
集
 

検
が
徙
前
に
も
増
し
て
発
達
し
 

て
行
く
た
め
に
は
、
診
断
方
法
 

の
転
換
に
対
応
し
た
方
策
を
取
 

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

会
合
等
に
お
い
て
未
成
^
^
が
 

飲
酒
す
る
機
会
が
多
い
と
い
う
 

指
摘
が
あ
る
。
 

自
宅
以
外
に
お
け
る
飲
酒
の
 

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
飲
酒
店
等
 

の
環
境
衛
生
関
係
営
業
者
に
よ
 

り
提
供
さ
れ
て
い
る
実
態
に
鑑
 

み
、
営
業
者
は
，
未
成
年
者
へ
の
 

1
酒
類
提
供
，
3：
粛
に
よ
り
、
未
成
 

年

者

の

飲

酒

を

防

ぐ

と

と

も
 

に
、
営
業
者
と
し
て
社
会
的
责
 

任
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。
 

厚
生
省
は
昨
年
十
一
一
月
は
じ
 

め
生
活
衛
生
局
長
通
知
で
、
未
 

成
年
^
:に
対
す
る
ア
ル
コ
︱
ル
 

飲
料
の
提
供
自
粛
に
つ
い
て
指
 

導
を
各
都
道
府
県
知
事
に
依
頼
 

し
た
。
 

こ
の
た
め
、
厚
生

?̂し
て
は
、
 

未
成
年
者
に
対
す
る
ア
ル
コ
ー
 

ル
飲
料
の
提
供
自
粛
に
つ
い
て
、
 

か
ね
て
よ
り
、
8̂
団
体
を
通
じ
、
 

^
ぉ
業
者
に
対
す
る
诣
導
を
し
て
 

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
お
飲
み
 

や
過
^
の
飲
酒
に
よ
る
と
み
ら
 

れ
る
健
康
上
不
適
切
な
飲
酒
形
 

態
も
扣
当
程
度
見
受
け
ら
れ
る
。
 

(保
健
衛
生
二
ュ
︱
ス
 

七
七
七
号
か
ら
) 

；
従
事
者
研
究
会
総
会
 

4月
"日
，
京
王
プ
ラ
ザ
 

第
八
回
集
検
従
事
者
研
究
会
総
会
は
、
四
月
二
十
二
日
(土
)、
東
京
 

新
宿
丄
足
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
る
。
特
別
講
演
の
ほ
か
教
育
講
 

演
ニ
題
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
腸
造
影
検
査
」
(
技
師
部
会
)
と
「
が
ん
 

検
診
未
受
診
者
へ
の
ァ
プ
ロ
︱
チ
」
(保
健
衛
生
部
会
)な
ど
が
あ
る
。
 

世
話
人
は
第
三
四
回
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
総
会
会
長
荒
川
泰
 

行
氏
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
。
 

8
.お
開
会
挨
拶
 

会

長

荒

川

泰

行
 

9.219.お
 

特

別

講

演

が

ん

検
 

診
の
構
想
 

^
化
省
老
人
保
健
課
 

お

尾

寄

新

平
 

座

長

日

本

大

学

公
 

衆

衛

生

学

教

授

野
 

崎
き
；
彦
 

9.̂
〜
1̂加
 

教

育

講

演

が

ん

集
 

団
検
診
の
公
衆
衛
生
 

7
的

評

価

川

崎

医
 

科
大
学
保
健
医
学
教
 

授

北

昭

ー
 

座
長
防
衛
"
お
科
人
 

に
学

校

名

誉

教

投

卨
 

0

 ，

 0
 

1
3
 

橋
淳
 ，

5
 

教
育
講
演

1
0；
が
ん
 

位

水

検

の

変

遷

北

海
 

道
対
が
ん
協
会
検
診
 

セ
ン
タ
︱
所
長
田
 

村
浩
ー
 

座

長

佐

賀

医

人

名
 

#
教
授
松
浦
^
一
 

1
0
 

集
検
従
事
者
研
究
^ 

運
営
委
員
会
報
告
 

委
員
長
、
岐
阜
人
学
 

放
射
線
科
上
ル
偉
；
：
！
；
：
 

座
長
日
本
大
^
.第
 

三
内
科
荒
川
泰
行
 

〜
？̂
.̂昼
食
 

3
 

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム
 

人
腸
造
影
検
杏
 

^
長

山

田

学

(
結
 

核
た
防
会
.大
阪
支
 

部
、
放
射
線
技
師
) 

石

渡

良

徳

(
神

奈

川
 

県
労
働
衛
生
福
祉
说
 

会
、
放
射
線
技
師
) 

演

者

黒

沢

久

司
 

(北
海
道
ォ
ホ
︱
ッ
 

ク
勤
^
協
、
北
見
医
 

院
、
放
射
線
技
師
) 

沼
倉
！
一
郎
(宫
城
県
 

対
が
ん
協
会
検
診
セ
 

ン
タ
ー
、
放
射
線
技
 

帀
) 

^
出
徹
(
社
会
保
険
 

八
王
子
健
康
管
理
セ
 

フ
ィ
ル
ム
の
読
影
か
成
立
し
て
 

い

た

が

、

こ

の

基

盤

が

揺

ら

い
 

で
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
 

と
は
間
接
読
影
の
後
継
者
育
成
 

に
^
し
て
大
き
な
課
題
と
考
え
 

ら
れ
る
。
 

X線
は
偽
陰
性
率
が
高
い
 

ま
た
、
間
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
；
き
 

真
を
用
い
た
胃
集
検
の
限
界
と
 

し
て
、
そ
の
偽
陰
生
率
の
高
さ
 

が
指
摘
さ
れ
る
。
福
井
県
の

一
 

几
八
六
年
の

3〔
集
検
を
地
域
が
 

ん
登
録
と
照
合
し
た
偽
陰
性
率
 

を
調
査
し
た
結
果
で
は
、
感
度
 

七
〇
^
一

 冗
で
、
偽
陰
性
率
一
一
 

几
1
九
冗
で
あ
っ
た
。
 

集
検
発
見
癌
が
七
五
例
で
あ
 

る
の
に
対
し
て
、
集
検
後

一
年
 

以
内
ま
た
は
次
1：
の
集
検
で
発
 

兄
さ
れ
た
偽
陰
性
胃
癌
は
三
一
一
 

例
、
う
ち
進
行
癌
が
八
例
含
ま
 

れ
て
い
た
。
こ
れ
と
対
比
す
る
 

リ
的
で
、
当
院
內
視
鏡
室
で
の
 

上
部
内
視
鏡
検
査
の
偽
陰
性
率
 

を
算
出
し
た
。

一
儿
八
四
年
か
 

ら

一
九
八
九
の
胃
癌
と
さ
れ
な
 

い
上
部
内
視
鏡
検
査
三
七
、
六
 

九
六
例
を
同
様
に
地
域
が
ん
登
 

衛
牛
協
会
、
職
員
) 

作
本
和
^ 

忐
免
町
役
場
、
保
健
 

き
 

塩
入
愛
子
(
神
^
あ
 

村
保
健
セ
ン
タ

I、
 

保
健
婦
) 

指

定

発

言

大

&
？

叫
 

(
大

阪

が

ん

予

防

検
 

診
セ
ン
タ
ー
、
が
ん
 

^
^
の
健
康
保
持
の
観
点
か
 

ら
、
適
正
飲
洒
の
蒈
及
や
未
成
 

年
者
の
飲
酒
防
止
に
つ
い
て
、
 

^
係
行
政
機
関
に
よ
り
種
々
方
 

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
 

で
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
大
卞
 

牛
、
^
校
生
を
屮
レ
に
コ
ン
パ
、
 

総
理
府
が
三
月
に
発
表
し
た
 

「
体
力
，
ス
ポ
︱
ッ
に
関
す
る
 

世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、
「
自
分
 

が
健
康
だ
」
と
思
っ
て
い
る
人
 

が
九
割
近
く
い
る
半
面
、
「
体
力
 

の
衰
え
」
「
運
動
不
足
」
を
訴
え
 

て
い
る
人
も
六
割
を
超
え
て
い
 

る
こ
と
が
分
っ
た
。
 

体
力
に
自

1̂151̂
遭
 

調
査
は
昨
ハ
屮
儿
り
か
ら
十
月
 

に
か
け
て
、
全
国
の

一
一
十
歳
以
 

上
の
男
.̂
三
V
I人
を
対
象
に
行
 

わ
れ
、
有
効
1：
答
率
は
七
三

 ̂

七
お
。
九
一
年
に
次
い
で
六
冋
 

目
の
調
査
で
あ
る
。
 

「
健
康
だ
と
思
う
か
」
の
問
に
 

対
し
て
は
、
「
大
い
に
健
康
」
「
ま
 

あ
健
康
」
と
答
え
た
人
が
各
々
 

一
一
九
丄
ハ
冗
、
五
九
二
 一
X
だ
つ
 

齎
》
 

「
あ
ま
リ
健

で̂
な
い
」
は
一
 

二
.
 一

 X。
前
冋
調
査
に
比
べ
 

「
大
い
に
健
康
」
が
四
.
 
一
X
ふ
 

え
た
の
が
目
立
つ
。
体
力
に
つ
 

い
て
は
「
お
信
が
あ
る
」
と
し
た
 

人
は
一
六
，
三
冗
。

回̂
の
一
 

^ 
，
六
X
に
比
べ
微
増
し
た
。
 

，
れ
ゃ
衰
え
「
六
割
」
 

第
三
十
1
1
回
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
秋
 

五
、
六
日
、
宮
崎
市
)の
教
育
講
演
で
、
福
井
？
 

治
氏
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
た
。
「
胃
集
検
は
診
^ 

し
た
方
策
を
取
る
必
要
が
あ
る
」
と
。
こ
れ
は
 

五
生
率
八
〇

超̂
す
 

福
：

県̂
立
1
丙
院
で
は
一
九
六
 

七
年
に
第
一
例
：
：
0の
手
術
以
 

来
、
一
九
九
一
年
ま
で
の
一
一
十
 

五
年
間
に
五
五
四
例
の
集
团
検
 

診
発
見
胃
癌
の
治
療
を
行
っ
て
 

き
た
。
こ
の
症
例
数
は
！
：
期
問
 

に

治

療

を

行

つ

た

胃

癌

総

数
 

四
、
六
0九
例
の
一
一
一
.〇
冗
に
 

あ
た
っ
た
。
 

集
検
発
見
胃
癌
の
一
一
ト
五
年
 

間
の
変
遷
を
み
る
と
、
先
ず
第
 

一
に
集
検
発
見
胃
癌
数
が
増
加
 

し
、
全
治
療
胃
癌
中
に
占
め
る
 

比
率
も
卜
ー
界
し
て
き
た
。
ま
た
 

允
兒
3癌
中
の
早
期
10；
癌
比
率
 

も
上
异
し
、
最
近
で
は
七
一
一
，
 

五
Xに
ま
で
達
し
た
。
 

大
き
さ
で
は
 
一
，
0I以
下
 

の
症
例
が
増
加
、
五
-一
，
以
上
 

の
症
例
が
減
少
し
、
平
均
癌
巣
 

径
が
縮
小
し
て
い
る
。
深
速
」
は
 

で
は

5
癌
は
増
加
、
お
以
上
の
 

症
例
は
減
少
し
、
泶
逹
芰
の
戋
 

い
症
例
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
 

の
結
果
、
集
検
発
見
癌
の
五
年
 

生
存
率
は
一
一
十
五
年
間
一
貫
し
 

て
上
昇
し
て
き
て
ぉ
リ
、
近
年
 

で
は
八

0冗
を
越
え
る
ま
で
に
 

至
っ
た
。
 

最
近
は
足
踏
み
^̂
 

胃
集
検
の
創
設
期
に
期
：
！
：
；
！
さ
 

れ
た
「
救
命
可
能
な
胃
癌
を
発
 

見
し
、
胃
癌
死
亡
率
を
減
少
さ
 

せ
る
」
と
言
う
こ
と
の
充
分
な
 

成
果
が
得
ら
れ
て
ぉ
リ
、
益
々
 

3リ
^
検
が
拡
大
し
て
行
く
よ
う
 

に
見
え
る
。
し
か
し
、
最
近
の
十
 

年
間
だ
け
を
取
り
上
げ
て
詳
細
 

に
検
討
す
る
と
、
違
っ
た
結
果
 

が
導
き
だ
さ
れ
る
。
 

す
な
わ
ち
、
前
半
五
年
問
で
 

は
認
め
ら
れ
た
ほ
ど
の
集
検
^
 

見
癌
比
率
の
上
昇
が
、
.後
半
五
 

年
間
に
お
い
て
み
ら
れ
ず
、
最
 

近
の
五
年
間
は
集
検
発
見
癌
の
 

伸
长
が
足
踏
み
状
態
に
陥
っ
て
 

い
る
の
で
あ
る
。
 

検
診
専
門
^
) 

；5

 .̂
閉
仝
挨
拶
 

一
方
で
「
肉
体
的
な
疲
劣
」
六
 

一
丁
六
冗
、
「
体
力
の
袞
ぇ
」
六
 

三
丄
ハ
X、
「
運
動
不
足
」
六
0
 

一
冗
と
、
疲
れ
や
運
動
不
足
を
 

感
じ
て
い
る
人
が
六
割
を
超
え
 

て
い
る
。
 

ま
た
、
七
三
-一
一
冗
の
人
が
食
 

生
活
な
ど
を
通
し
て
健
康
や
体
 

力
に
主
な
?
を
払
つ
て
い
る
こ
と
 

が
分
っ
た
。
 

野
球
観
戦
が
I位
 

昨
年

一
年
間
に
行
っ
た
ス
ポ
 

︱
ッ
が
あ
る
か
ど
う
か
の
問
に
 

は
、
「
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
六
 

六

，
七
冗
で
、
前
回
よ
り

一
，
 

0冗
ふ
え
た
。
「
歩
く
」
は
一
一
四
. 

三
X、
「
体
操
」
ニ
ー
 

， 一

 Xを
 

ヒ
位
で
、
前
回
と
一
、
一
一
位
が
入
 

れ
替
つ
た
。
ま
た
「
軽
い
球
技
」
 

に
次
い
で
！
：
位
だ
つ
た
「
ボ
ウ
 

リ
ン
グ
」
が
三
位
に
な
っ
た
の
 

が
目
立
つ
。
ス
ポ
︱
ッ
観
戦
や
 

テ

レ

ビ

を

兄

る

入

は

八

九

. 

一
X
お
り
、
複
数
回
答
で
閒
ぃ
 

た
と
こ
ろ
「
プ
口
野
球
」
が
五
 

九

.
〇
冗
で
ト
ッ
プ
、
次
い
で
 

「
大
相
撲
」
四
八
，
0冗
、
「
サ
 

ッ
力
︱
」
 
一
二

一
.七
冗
だ
っ
た
。
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胃癌、胃ポリープ、萎縮性胃炎な 

ど、胃粘膜に萎縮を伴ラ疾患の 

指標として有用です。 
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こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
 

が

ん

の

知
 

0
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て
 

起
き
る
が
ん
は
ヒ
ト
で
も
 

あ
る
の
か
 

《
現
在
0
2《
型
ウ
ィ
ル
ス
 

の
な
か
で
、
ェ
プ
ス
タ
イ
 

ン
\ハ
︱
ウ
ィ
ル
ス
、
8型
 

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
、
ヒ
ト
パ
 

ピ

口

 I'マ
ウ
ィ
ル
ス
の
3
 

種
が
ヒ
ト
に
が
ん
を
起
こ
 

す
 

バ

Iキ
ッ
ト
リ
ン
パ
腫
と
ェ
 

ブ
ス
タ
イ
ン

，
バ

Iウ
ィ
ル
 

ス
(に

8
:
0
 

最
初
に
ヒ
ト
驢
癟
か
ら
み
つ
 

か
つ
た
ウ
ィ
ル
ス
は
、
バ
︱
キ
 

ッ
ト
リ
ン
パ
腫
か
ら
分
離
さ
れ
 

た
2
8〉
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
 

束

部

の

ウ

ガ

ン

ダ

に

い

た

バ

I 

キ
ッ
ド
が

一
九
六

一
一
年
に
そ
の
 

地
方
に
特
有
の
子
ど
も
の
リ
ン
 

パ
腫
を
報
告
し
た
。
そ
の
後
リ
 

ン
パ
腫
細
胞
か
ら
分
離
さ
れ
た
 

ウ
ィ
ル
ス
は
、
発
兌
者
の
お
を
 

と

っ

て

ェ

プ

ス

タ

イ

ン

，

バ

I 

ウ
ィ
ル
ス
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
 

な
っ
た
。

一
儿
八
四
年
に
全
塩
 

基
配
列
が
決
定
さ
れ
、
一
七
一
；
 

一
一
八
一
一
塩
基
か
ら
な
る
一
一
本
鎖
 

0
 2八
ウ
ィ
ル
ス
で
あ
る
こ
と
 

が
わ
か
つ
た
。

2
8
 Vの
遺
伝
 

子
は

一
〇
〇
以
上
あ
り
、
潜
伏
 

感
染
遺
伝
子
と
ウ
ィ
ル
ス
複
製
 

遺
伝
子
の
グ
ル
︱
プ
に
分
け
ら
 

れ
る
が
、
潜
伏
感
染
遺
伝
子
の
 

28

 

2
の̂
產
生
す
る
蛋
臼
質
 

が

細

胞

遺

伝

子

を

活

性

化

し
 

て
、
細
胞
を
が
ん
化
さ
せ
る
と
 

考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

2
8
V
は
唾
液
を
介
し
て
感
 

染
し
、
口
腔
内
上
皮
細
胞
で
増
 

殖

し

、

つ

い

で

8
リ

ン

パ

球

に
 

仏
播
し
总
^
感
染
状
態
と
な
 

る
。
つ
い
で

8
リ
ン
パ
球
に

 ̂

播
し
急
牛
：
感
染
状
態
と
な
る
。
 

そ
の
後
免
疫
に
よ
り
潜
伏
状
態
 

に
移
行
す
る
が
、
感
染
細
胞
の
 

種
類
は
不
明
で
あ
る
。

2
8〉
 

に
よ
る
鼷
^
は

8リ
ン
パ
球
生
 

リ

ン

パ

腫

が

ほ

と

ん

ど

で

あ
 

リ
、
特
に
臓
器
移
植
後
や
エ
イ
 

ズ
の
よ
う
に
免
疫
能
が
落
ち
た
 

場
合
に
発
生
し
て
く
る
が
、

2
 

8
 
V
は

5
.1：
束
南
部
に
多
い
上
 

吶
頭
が
ん
か
ら
も
検
出
さ
れ
、
 

ま
た
最
近
の
研
究
で
は
宵
が
ん
 

の

一
部
に
も
閃
連
が
あ
る
と
い
 

う
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
 

肝
が
ん
と

8型
肝
炎
ウ
ィ
ル
 

ス

(
リ

ラ

) 

8
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
は
、

一
 

几
八
五
年
に
ォ
︱
ス
ト
ラ
リ
ア
 

原
住
民
の
遺
伝
を
研
究
し
て
い
 

た
ブ
ラ
ン
バ
︱
グ
が
、
沈
降
反
 

応
に
よ
り
ォ
︱
ス
ト
ラ
リ
ア
抗
 

原
を
発
見
し
た
こ
と
が
研
究
の
 

端
緒
と
な
っ
た
。
ョ
8〉
ゲ
ノ
 

ム
は
三
、
1
ー
〇
〇
塩
基
の
環
状
 

不
.：
元
全
一
一
本
鎖
構
造
を
し
た
最
 

小
の
0
2：
八
ウ
ィ
ル
ス
で
あ
る
 

が
、
四
つ
の
遺
伝
子
が
重
な
つ
 

て
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。

3
8
 

マ
|0
；
2八
の
紐
み
込
み
は
、
 

特
定
の
位
^
に
で
は
な
く
お
セ
 

0
 
2八
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
位
^ 

に

ラ

ン

ダ

ム

に

入

る

。

細

胞

の
 

が
ん
化
に
は

X
造
伝
子
の
産

 ̂

す
る
X
蛋
0質
が
重
要
で
、
X
 

遺
伝
子
を
組
み
込
ん
だ
ト
ラ
ン
 

ス

ジ

ェ

二

ッ

ク

マ

ウ

ス

で

は

X
 

蛋
白
質
の
蓄
楨
と
と
も
に
肝
が
 

ん
が
七
五
^
も
自
然
発
症
し
て
 

く
る
。

X
蛋
白
質
は
細
胞
の
い
 

ろ
い
ろ
な
遺
伝
子
を
活
生
化
し
 

が
ん
化
に
つ
な
が
る
と
き
に
生
 

じ
る
宿
主
細
胞
の
遺
伝
で
欠
失
 

や
そ
れ
に
伴
う
遺
伝
子
異
常
も
 

無
視
で
き
な
い
。
 

一
肝
が
ん
は
近
年
男
性
で
は
増
 

加
、
女
性
で
は
減
少
、
と
乖
離
傾
 

向
を
示
し
て
い
て
、
男
女
差
は
 

一
一
\れ
咅
に
も
な
る
。
戦
後
一
貫
 

し
て
改
善
さ
れ
た
食
事
が
女
性
 

で
は
肝
が
ん
減
少
に
効
果
を
及
 

ぼ
し
、
^
性
で
は
飲
酒
習
惯
と
 

喚
煙
が
栄
養
の
改
善
に
よ
っ
て
 

減
少
す
る
は
ず
の
部
分
を
打
ち
 

消
す
の
み
か
、
肝
が
ん
増
加
に
 

動
い
て
い
る
と

2じ
わ
れ
る
。
 

子
宮
頸
部
が
ん
と
パ
ピ
口

I 

マ
ウ
ィ
ル
ス
(：
：
ド
〉
) 

パ

ピ

口
 ︱
マ
ウ
ィ
ル
ス
は
一
 

つ
の
属
を
形
成
し
、
現
在
ま
で
 

に
六
〇
種
以
上
の
タ
イ
プ
が
分
 

離
さ
れ
て
い
る
が
、
ヒ
ト
で
は
 

皮
膚
に
寄
牛
す
る
群
と
粘
膜
に
 

寄
生
す
る
群
に
大
別
で
き
る
。
 

子
な
：
：
頸
部
が
ん
か
ら

率̂
に
ヒ
 

ト

バ

ヒ

口
 
︱
マ
ウ
ィ
ル
ス
の
：

5
 

型
と
化
型
サ
ブ
タ
イ
プ

0 X八
 

が
検
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
感

 ̂

の

み

で

は

が

ん

ま

で

進

行

せ
 

ず
、
喫
煙
や
妊
娠
中
絶
の
よ
う
 

な
機
械
的
刺
激
、
突
然
変
異
を
 

誘

発

す

る

単

純

へ

ル

ぺ

ス

ウ

イ
 

ル
ス
の
遣
複
感
染
な
ど
が
多
段
 

階
的
に
が
ん
化
を
進
め
る
と
思
 

わ
れ
る
。
 

9？
〉
ゲ
ノ
ム
は
約
八
、
〇
 

〇
〇
塩
基
配
列
の
一
一
本
鎖
環
状
 

0
2：
八
で
、
十
個
弱
の
遺
伝
子
 

を
も
つ
が
、
が
ん
化
に
関
係
す
 

る
と

-̂わ
れ
る
遺
.云
子
奎
物
は
 

26、

 27で
あ
り
、
前
者
は
細
 

胞
増
殖
に
ブ
レ

Iキ
と
し
て
働
 

く
ァ
ぉ
蛋
白
質
に
結
合
し
、
後
 

者
は

:̂8：
齿
门

に̂
結
合
す
 

る
。
パ
ピ
口
 ︱
マ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
 

こ
の
ブ
レ
︱
キ
を
壊
し
て
し
ま
 

う
の
で
が
ん
化
が
始
ま
る
と
思
 

わ
れ
る
。
 

パ

ピ

口

 ︱マ
ウ
ィ
ル
ス
は
宿
 

主
、
組
織
特
異
性
が
高
く
、

皮
膚
 

の

い

ぼ

や

陰

茎

が

ん

、

外

陰

部
 

の
尖
圭
コ
ン
ジ
口
ー
ム
な
ど
を
 

起
こ
す
が
、
食
道
乳
頭
腫
症
や
 

柬

ァ̂
ジ
ァ
に
多
い
：
バ
ぃ̂
乂
炎
 

の
多
発
性
钆
頭
腫
も
こ
の
ウ
イ
 

ル
ス
に
よ
つ
て
起
こ
さ
れ
る
。
 

("本
靈
謹
證
五
 

年
九
月

一
お
き
纖
省
 

擎
苕
は
国
立
が
ん
セ
ン
 

タ
︱
研
究
所
渡
辺
；
：
：
：
疫
 

学
部
長
筆
) 

夢
 

國

 

一̂ 

.
 

超
音
波
検
診
 

胆
の
一
つ
癌
検
診
に
有
用
 

赤
十
字
熊
本
藤
本
氏
語
る
 

第
三
十
二
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
秋
季
大
会
(十

一
月
二
十
五
、
 

六
日
、
宮
崎
市
)の

一
般
演
題
肝
，
胆
，
膝
の
部
で
、
日
本
赤
十
字
社
 

熊
本
健
康
管
理
セ
ン
タ
︱
藤
本
由
美
氏
は
「
腹
部
超
音
波
検
診
に
よ
る
 

胆
の
う
癌
の
早
期
発
見
」
で
次
の
よ
う
に
話
し
た
。
「
腹
部
超
音
波
検
診
 

は
胆
の
う
癌
発
見
に
極
め
て
有
用
で
あ
り
、
根
治
可
能
な
胆
の
う
癌
の
 

増
加
が
期
待
で
き
る
」
と
。
こ
れ
は
そ
の
抄
録
で
あ
る
。
 

六
、
1：
六
三
例
(三
.八
冗
)で
、
 

手
術
を
施
行
し
た
一
四
一
四
例
 

か
ら

一
一
一
一
伊
(手
術
伊
の

一
，
 

六
％
)、
手
術
非
施
行
例
か
ら

一
一
 

例
、
計
一
一
四
例
の
胆
の
う
癌
が
 

発
見
さ
れ
た
。
 

ま
た
、
胆
の
う
隆
起
性
病
変
 

は
一
三
、
六
〇
八
例
(八
，
0冗
〉
 

で
、
手
術
を
施
行
し
た
儿
七
例
 

か
ら
三
八
例
(手
術
例
の
三
九
. 

三
％
)、
手
術
非
施
行
例
か
ら
六
 

例
、
計

I
I四
例
の
胆
の
う
癌
が
 

発
見
さ
れ
た

一
一
〇
例
は
、
胆
 

石
，
踵
瘍
と
も
に
超
苷
波
検
査
 

に
て
描
出
さ
れ
た
) 

わ
れ
わ
れ
は
、

一
凡
八
三
年
 

八
月
か
ら
、
人
間
ド
ッ
ク
お
よ
 

び

地

域

1
職

域

に

お

い

て

腹

部
 

超
音
波
ス
ク
リ
ー
二
ン
グ
を
行
な
 

つ
て
お
り
、
一
九
九
三
年
三
月
ま
 

で
の
初
回
(実
質
)受
診
者
数
は

一
 

七
0、
五
五
八
人
(胆
摘
術
が
施
行
 

さ
れ
て
い
た
者
は
，
)で
あ
つ
た
。
 

今
回
、
こ
の
中
か
ら
発
見
さ
 

れ
た
胆
の
う
癌
症
例
の
現
況
お
 

よ
び
予
後
等
を
分
析
し
、
胆
の
 

う
超
音
波
検
診
の
有
用
性
に
つ
 

い
て
検
討
し
た
。
 

成

績
 

出
胆
の
う
結
石
保
有
者
数
は
 

平
成
七
年
度
予
算
 

厚
生
省
関
係
三
，
四
呢
増
 

平
成
七
年
度
予
算
の
政
府
案
が
十
二
月
二
十
五
日
の
臨
時
閣
議
で
 

決
定
し
た
。
厚
生
省
予
算
額
は
十
三
兆
九
、
七
四
六
億
円
で
、
対
前
年
 

度

四

、

六

I
五

億

円

(
三

，

四

％

)
増

で

あ

る

。

政

府

全

体

の

伸

び

率
 

〔

|
般

歳

出

三

，

|

 

X増
)を
上
回
る
予
算
額
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
総
胆
管
結
石
症
例
 

か
ら

一
例
(
切
除
)
、
胆
の
う
^ 

肥

厚

例

か

ら

一
例

(
切

除

)
、

肌
 

の
う
内
^
充
満
例
か
ら

一
例
 

(
切

除

)
の

胆

の

う

癌

が

確

認
 

さ
れ
て
お
り
、
発
見
さ
れ
た
胆
 

の

う

瘤

総

数

は

」

ハ

一
例

(
発

見
 

率
0
.0四
冗
)、
切
除
例
は
五
 

三
例
(
切
除
率
八
六
.九
冗
)
で
 

あ
っ
た
。
 

8胆
の
う
癌
の
9？
女
比
は
一
 

対
一
，
八
と
女
性
に
多
く
、
平
均
 

年
齢
は
六
！
：
.一
三
成
で
あ
っ
た
。
 

ま
た
、
胆
の
う
癌
の
発
見
率
は
 

男
女
共
加
齢
と
共
に
卜
界
し
、
 

来
年
度
の
政
府
全
体
の
予
算
 

額
は
、
一
般
会

で̂
七
0兆
九
、
 

八
七

一
億
円
、
前
年
度
当
初
予
 

算
比
ー
一
，
九
X減
と
四
〇
年
振
 

リ
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
 

5
1
-牛
省
関
係
予
算
の
目

 ̂

は

、

新

0
？

(
コ

Iル
ド

プ

ラ
 

ン

)
と

八

？

(
エ

ン

ゼ

ル

プ

ラ
 

ン
)
で
あ
る
。
 

井
出
厚
相
は
「
今
回
の
予
算
 

編
^
で
は
、
菽
し
い
状
兄
で
あ
 

つ
た
が
、
少
子
.高
齢
化
社
会
に
 

対
応
し
た
新
0？
と
八
？
関
連
 

事
業
を
ス
タ
︱
ト
さ
せ
る
こ
と
 

が
で
き
、
福
祉
行
政
を
預
か
る
 

者
と
し
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
。
 

福
祉
の
拔
充
こ
そ
が
、
や
さ
し
 

い
、
安
-.1！
で
き
る
村
山
政
，
の
 

基
盤
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
 

重
要
項
目
予
算
額
は
次
の
通
 

り
で
あ
る
。
(単
位
.億
円
) 

\高
齢
者
保
健
福
祉
対
策
 

…
六
年
度

一
二
、
九

一
 

八
よ
二
四
、
一
九
八
 

①
新
0？
等
の
着
実
な
推
 

進
五
、
三
七
九
︱
六
、
四
 

〇
八
 

②
痴
呆
性
老
人
対
策

一
、
 

四
三
一
一
よ
一
、
七
一
一
八
 

③
老
人
保
健
対
策
一
六
、
 

四
四
二
 4
一

 七
、
七
一
 

"-児
童
家
庭
対
策
…

、̂
 

八
七
一
ー
丄
六
、
0四
一
一
 

①
保
育
対
策
一
一
、
凡
一
ー
0
 

丄
ニ
、
一
 〇
八
 

②
健
全
育
成
対
策

一
〇
四
 

③
母
子
保
健
対
策
一
一
五
一
 

土
一
七
八
 

④
^
童
環
境
づ
く
り
対
策
 

四
三
四
(基
金
三

0
0
 

一
一
、
〇
七
三
 

リ
、
疾
病
対
策

一
 

110
 

」
保
健
.ぱ
療
対
策
一
「
人
 

八
三
よ
一
「
七
0四
 

①
地
域
保
健
対
策
三
0三
 

1*1一
七
九
 

②
医
療
施
設
の
近
代
化
の
 

促
進
一
ニ
ー
〜
一
一
三
七
 

リ
、
食
品
等
の
安
全
対
策
及
 

び
環
境
衛
生
^
係
営
業
 

対
策
九
九
̶
一
〇
三
 

含

む

)
よ

一
七

三
 

5
、
医

8保
険
情
度
の
改
七
 

(
略

) 

8
障
害
者
等
の
福
祉
対
策
 

一
1、
七
五
〇
1一
一
四
、
 

六
九
三
 

つ
水
道
、
廃
棄
物
処
理
対
策
 

特
に

性̂
で
は
ヒ
〇
歳
以

-̂

女
性
で
は
六
〇
歳
以
上
で
毫
 

で
あ
つ
た
。
 

^
胆
の
う
結
石
保
有
者
に
お
 

け
る
^
:の
う
癌
発
生
頻
度
は
 

？
三
七
冗
(一
一
四
ダ
六
、
四
六
 

三
)で
、
胆
の
う
結
石
非
保
有
者
 

に

お

け

る

発

生

頻

度

〇

^
〇
 

一
一
お
(三
七
\一

 六
四
、
〇
九
 

五
)の

一
九
倍
高
率
で
あ
っ
た
。
 

3
切
除
例
(
五
三
例
)
の
進
行
 

度
は
ス
テ
̶
ジ

I
が
三
七
例
 

(六
九
.八
冗
)、
ス
テ
̶
ジ
：
：
" 

が
ー
〇
例
二
八
.九
％
)
を
占
 

め
、
壁
深
達
度
は

6
一
 〇
例
二
 

八

，
九

冗

)
、

¦
三

例

(
五

，
 

七

冗

)
、

X
三

七

例

(
六

九

-

八
冗
)化
."三
例
(五
.七
さ
 

で
あ
っ
た
。
 

^
切
除
例
の
九
年
累
計
生
存
 

率
は
七
ヒ
^
三
冗
と
極
め
て
^
 

好
で
あ
っ
た
。
 

特
に
5.阳

例̂
の
几
^̂
 

存
率
は
 
一
0
0冗
で
あ
っ
た
。
 

ま
と
め
 

腹
部
超
荇
波
検
診
は
、
胆
の
 

う
早
期
発
見
の
手
段
と
し
て
：
！
：
 

め
て
^̂
で
あ
り
、
：
；
︱
期
胆
の
 

う
.：
！
の
増
加
が
期
恃
で
き
る
。
 

策
 ン

 

ジ
 

合
 

ス
 

ビ
 

I
一
 

福

ヾ
 

医
 

；

絲

健
 

厚
生
大
臣
の
私
的
懇
談
会
と
 

し
て
設
置
さ
れ
た
「
保
健
^
療
 

サ
︱
ビ
ス
の
情
報
化
に
関
す
る
 

懇
談
会
」
の
初
会
合
が
一
一
月
十
 

六
III、
省
内
会
議
室
で
開
か
れ
、
 

座
長
の
互
選
や
検
討
事
項
の
ド
 

承
な
ど
を
行
っ
た
。
 

^
懇
談
会
は
高
^
情
報
に
対
 

応
す
る
た
め
、
「
総
八
：
：
的
な
ビ
ジ
 

ョ
ン
」
を
策
定
す
る
こ
と
を
目
 

的
と
し
て
お
り
、
各
種
支
援
シ
 

ス
テ
ム
や
情
報
ネ
ッ
ト
ヮ
︱
ク
 

に
つ
い
て
議
論
し
、
来

:̂̂
"

 
乂
に
 

ビ

ジ

ョ

ン

を

反

映

さ

せ

る

た
 

め
、
今
年
七
月
こ
ろ
ま
で
に
報
 

告
書
を
ま
と
め
る
。
 

^̂
は
れ
ル
威
慶̂
^̂
塾
 

大
学
教
授
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〔効能'効果〕 

鲁胃--夷& 

鲁下記疾患の胃粘膜病変(びらん、出血、発赤、浮腫)の改善 
急性胃炎、慢性胃炎の急性增悪期 

※用法'用量,使用上の注意等は、襞品添付文害をご参照ください。 
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三
五
10冗
、
六
〇
歳
〜
六
九
歳
 

一
五
.九
X、
七
〇
歳
以
上
一
，
 

六
X。
 

発
見
率
の
ピ
̶
ク
は
三
九
歳
 

以
下
の

0
 ̂
一

 四

X
、

1
:0
歲
 

〜
四
九
歳
の
0
 

，

一

 三
X
で
あ
 

る
。
 胃

癌
発
見
率

ぉ̂
 

受
診
者
総
数
五

0
、
六
八
七
 

入
(都
が
ん
一
一
四
、
三
五
三
、
多
 

摩
が
ん
一
一
六
、
三
三
四
)。
 

発
見

I円
が
ん
数
 
一
0八
(都
 

が
ん
六
六
、
多
摩
が
ん
四
一
一
)。
 

が
ん
発
見
率
？
一
 

二
冗
。
構
成
 

比
は
三
九
歳
以
下
0.0六
X、
 

四
〇
歳
〜
四
九
歳
〇
，
一
〇
冗
、
 

五
〇
〜
五
九
歳
9
 

一 
0
ぉ
、
六
 

0〜
六
九
歳
？
四
一
一
冗
、
七
0
 

歳
以
上
0
 
.凡

八

X
。
 

一
次
検
診
受
診
者
は
、
^
京
 

都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
̶
(
都
が
 

ん

)
で

は

各

区

に

お

け

る

検

診
 

の
充
実
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
 

り
、
多
摩
が
ん
検
診
セ
ン
タ
̶
 

(
多

摩

が

ん

)
で

は

壻

加

傾

向
 

に
あ
り
、
全
体
と
し
て
五
万
人
 

^
り
で
都
の
一
次
検
診
の
四
分
 

一
を
行
つ
て
い
る
。
 

の
一
施
設
当
た
り
の
平
均
病
床
 

数
は
一
一
.八
床
で
前
年
に
比
 

ベ
0
 
，

一 床
増
加
し
て
い
る
。
 

年
次
推
移
を
み
る
と
、
病
院
 

病
床
数
は
平
成
1；
年
ま
で
は
增
 

加
し
た
が
、
今
回
初
め
て
減
少
 

し
て
い
る
。
 

経
営
難
な
ど
か
ら
病
院
を
廃
 

止
し
た
り
、
病
床
を
減
ら
し
た
 

り
す
る
^
療
施
設
が
増
え
た
た
 

め
で
あ
る
。
 

高
額
医
療
機
器
ふ
え
る
 

病
院
が
保
有
し
て
い
る
^
療
 

機
器
の
う
ち
一
一
¦四
種
類
に
つ
 

い
て
保
有
状
況
を
み
る
と
、
施
 

設
数
で
は
、
「
上
部
消
化
管
フ
ァ
 

ィ
バ
̶
ス
コ
̶
プ
」
が
七
、
0一
一
 

九

施

設

(
病

院

数

の

七

一

. 

叫
冗
)
で
ュ
取
も
多
く
、
次
い
で
 

「
全
身
用
X線
じ
丁
」
五
、
八
五
 

八
施
設
蜃
九
暴
V
「
大
 

腸
フ
ァ
イ
バ
̶
ス
コ
̶
プ
」
五
。
 

五
0一

 

施
設
(暨
五
に
-翁
 

な
ど
と
な
つ
て
い
る
。
 

保
有
台
数
で
は
、
「
人
工
腎
臓
 

(透
析
)装
置
」
が
！
一
一
0、
八
〇
 

六
台
で
最
も
多
く
、
次
い
で
 

部
消
化
管
フ
ァ
イ
バ
︱
ス
 

胃
が
ん
検
診
で
特
に
目
立
つ
 

の
は
、
加
齢
と
と
も
に
が
ん
発
 

晃
率
が
高
く
な
つ
て
い
る
こ
と
 

で
あ
る
。
い
ま
ま
で
は
七

0歳
 

に
な
っ
た
ら
、
検
診
を
受
け
な
 

い
と
い
う
入
が
多
か
つ
た
が
、
 

発
見
率
は
〇
^
九
八
冗
と
極
め
 

て
高
い
。
高
齢
者
検
診
に
力
を
 

注
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
 

肺
が
ん
発
見
率
 

受
診
者
総
数
は
七
、
三
四
九
 

人
、
(都
が
ん
一
「
五
〇
九
、
多
 

摩
が
ん
四
、
八
四
〇
ー
。
構
成
比
 

は
三
九
歳
以
下
五
.七
X、
四
〇
 

歳
〜
四
九
歳
一
一
四
.九
X、
五
0
 

歳
〜
五
九
歳
三
一
一
.一
冗
、
六
0
 

歳
〜
六
九
歳
一
一
八
.八
冗
、
七
〇
 

歲
以
ヒ
八
，
五
冗
。
 

発

見

肺

が

ん

数

三

四

入

(
都
 

が
ん
一
五
、
多
摩
が
ん
一
九
)。
 

が
ん
発
見
率

0
 
，

四

X
。
 

構

成

比

は

三

九

歳

以

下
 

0冗
、
四
〇
〜
四
九
歳
一
四
，
 

七
冗
、
五
〇
歳
〜
五
九
歳
一
一
〇
，
 

1六
0歳
〜
六
九
歳
四
一
醫
 

一
一
X、
七
0歳
以
上
二
三
. 

五
X。
 

が

ん

発

見

率

は

四

0
代

が
 

プ

ヒ

ニ
 、
〇
九
八
台
、
「
大
腸
フ
 

ア
イ
バ
̶
ス
コ

Iプ
」

 一

0、
〇
 

五
八
台
な
ど
と
な
つ
て
い
る
。
 

一
般
診
療
所
が
保
有
し
て
い
 

る
診
療
機
器
の
う
ち
、
十
七
種
 

類
に
つ
い
て
保
有
状
況
を
み
る
 

と
、
施
設
数
で
は
、
「
心
電
計
」
が
 

五
七
、
〇
七
九
施
設
二
般
診
療
 

所
数
の
六
七
-八

X
〗
で
最
も
多
 

く
、
次
い
で
「
単
純
X
線
撮
影
装
 

置
」
五
三
、
三
六
〇
施
設
(同
六
 

一
一
丁
四
さ
、
「
酸
素
吸
入
装
置
」
 

四
三
。
一
一
一
一
一
一
施
設
(同
五
一
一
 

四
冗
)な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
 

病
院
で
保
有
す
る
高
額
医
療
 

機

の̂
う
ち
、
磁
気
共
鳴
断
！
，
" 

撮
影
装
遒
(̂
尺
I、
一

 台
三
億
 

〜
五
億
円
)を

く̂
病
院
が
倍
増
。
 

千
四
百
八
十
六
施
設
に
な
っ
た
。
 

〇
ニ
ー
七
、
五
0代
0
 

ニ
ニ
 0
、
 

六
〇
代

0
丄
ハ
六
、
七
〇
歳
代
 

一
，
一
一
八
と
加
齢
と
と
も
に
ほ
 

ぼ
倍
増
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
 

る
。
 

七
0歳
以
ヒ
に
な
つ
て
も
、
 

が
ん
検
診
は
受
け
る
よ
う
に
し
 

た
い
。
 

大
腸
が
ん
^̂
 

大
腸
が
ん
の
精
検
受
診
者
総
 

数
は
五
、
六

0一
 
人
(都
が
ん
 

三
、
四
五
一
、
多
摩
が
ん
一
一
、
一
 

五

0
1大
腸
が
ん
発
見
率
は
一
 

一
一
.三
五
冗
。
 

発
見
総
数
は
三
五
0ん
、
う
 

ち
：
：
：
̶
期
が
ん
一
一
九
七
(八
五
冗
) 

で
あ
つ
た
。
 

う
ち
都
が
ん
関
係
は
一
一
八
 

(早
期
が
ん
八
」
ハ
冗
)、
多
摩
が
 

ん
ー
一
三
一
一
(同
八
五
冗
)で
あ
つ
 

た
。
 

(多
摩
が
ん
検
診
セ
ン
タ
̶
 

保

健

婦

中

島

三

恵

子

) 

第
三
十
二
回
日
本
溜
 

五
日
、
六
日
、
宮
崎
市
 

影
の
評
価
」
̶
̶
腹
臥
 

対
が
ん
協
会
が
ん
検
 

た
。
「
腹
臥
位
二
重
造
；
 

た
」
と
。
こ
れ
は
、
孙
 

目

的
 

当
セ
ン
タ
Iで
は
昭
和
.れ
︱
 

五
年
か
ら
七
枚
撮
影
法
を
実
施
 

し
て
き
た
。
一
方
、
腹
臥
位
一
一
重
 

造
影
法
の
導
入
が
開
始
さ
れ
た
 

の

は

昭

和

五

八

年

か

ら

で

あ
 

る
。
そ
の
後
、
間
接
撮
影
機
器
も
 

進
歩
し
、
ま
た
造
影
剤
や
撮
影
 

法
に
も
工
夫
が
な
さ
れ
て
き
 

た
。
特
に
前
^
病
変
に
注
目
し
 

間
接
読
影
の
実
態
、
示
現
性
を
 

指
標
に
間
接

X
線
検
査
の
診
断
 

能
を
検
討
す
る
。
 

対

象
 

平
成
三
年
度
に
お
け
る
集
検
 

発
見
胃
癌
の
う
ち
重
複
癌
、
資
 

料
不
足
例
を
除
い
た
一
一
七
五
例
 

(早
期
癌
一
七
四
例
、
進
行
癌
 

一

0
一
例
) 

方

法
 

カ
ル
テ
記
載
に
基
づ
き
、
確
 

診
、
疑
診
お
よ
び
存
在
診
断
が
 

な
さ
れ
て
い
る
も
の
を
正
診
、
 

他

部

位

が

チ

エ

ッ

ク

さ

れ

て

い
 

る
も
の
を
異
所
チ
エ
ッ
ク
、
癌
 

以

外

の

病

変

が

チ

ヱ

ッ

ク

さ

れ
 

て
い
る
も
の
を
他
病
変
チ
ェ
ッ
 

ク
と
し
読
影
の
実
態
を
検
討
し
 

ー
鬆
考
 

内
視
鏡
所
見
お
よ
び
直
接

X
 

線
所
見
を
参
考
に
間
接
読
影
委
 

貝
：
一
名
に
よ
り
示
現
能
は
判
定
 

さ
れ
た
。
ま
た
、
発
見
進
行
胃
 

癌
の
う
ち
前
年
度
間
接

X
線
検
 

査
異
常
な
し
例
を
為
^
性
例
と
 

定
義
し
た
。
 

結
果
お
よ
び
考
察
 

早
期
癌
一
七
四
例
中
正
診
さ
 

れ
た
も
の
は
一
一
四
例
、
六
五
-

五
冗
、
同
様
に
進
行
癌
で
は
一
 

0一
 
例
屮
九
七
例
九
六
.0で
 

あ
っ
た
。
 

異

所

チ

ヱ

ッ

ク

あ

る

い

は

他
 

病
変
チ
ュ
ッ
ク
と
判
定
さ
れ
た
 

早
期
癌
六

0
例
中
フ
ィ
ル
ム
見
 

直
し
に
ょ
リ
示
現
さ
れ
て
い
た
 

も
の
は
：
ん
例
： 一
^

 ，
ヒ
冗
、
進
 

1̂〕
例̂
屮
ノ
例
ヒ
^

 
， 0
 ̂

つ
た
。
 

；
化
器
集
団
検
診
学
会
秋
 

^
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「

胃

ル
 

位
二
重
造
撮
影
法
を
中
 

が
セ
ン
タ
︱
池
田
卓
氏

1
 

影

像

が

病

変

の

チ

ヱ

ッ

」
 

V録
で
あ
る
。
 

前
壁
に
主
座
を
お
く
早
期
癌
 

は
三
六
例
で
正
診
が
え
ら
れ
た
 

も
の
は
一
一
一
例
五
八
丄
ニ
冗
、
進
 

1̂

 一

 
九
列
.で
は
一
六
別
八
 

四
，
一
一
冗
で
あ
り
発
見
癌
全
体
 

の
正
診
率
よ
り
劣
つ
て
い
た
。
 

ま
た
、
前
辟
』
病
変
で
異
所
チ
 

ヱ

ッ

ク

あ

る

い

は

他

病

変

チ

ヱ
 

ッ
ク
と
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
兄
 

直
し
で
示
現
さ
れ
て
い
た
も
の
 

は
早
期
癌
一
五
例
屮
6！
例
一
一
 

六
.七
冗
、
進
行
癌
三
例
中
一
一
例
 

六
六
^
七
冗
で
あ
っ
た
。
 

前
壁
病
変
で
腹
臥
位
一
一
重
造
 

影
法
で
ポ
現
さ
れ
て
い
た
病
変
 

は
、
早
期
癌
三
六
例
.？
'一

 五
例
 

四
 一

七̂
冗
、
進
行
癌
で
は
一
儿
 

例
屮
一
一
例
五
七
.九
冗
で
あ
 

づ
ち
 

為
陰
生
列
は
穴
四
例
で
う
ち
 

前
壁
に
主
座
を
占
め
て
い
た
例
 

は
一
四
例
一
一
一
，
九
冗
で
あ
つ
 

た
。
ま
た
、
腹
臥
位
一
一
重
造
影
像
 

が
^
変
の
チ
ェ
ッ
ク
に
重
要
と
. 
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財
団
法
人
東
京
都
が
ん
検
診
 

セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
四
十
七
年
 

八
月
が
ん
検
診
と
早
期
発
見
の
 

た
め
の
知
識
の
並
曰
及
等
の
事
業
 

を
行
う
こ
と
を
冃
的
に
設
立
さ
 

一
ャ
成
ー
；
年
七
月
に
は
、
三
多
 

摩
地
区
の
中
心
と
し
て
多
摩
が
 

ん
セ
ン
タ
︱
を
開
設
す
る
な
 

ど
、
事
業
の
拡
充
に
努
め
、
東
京
 

都
の
が
ん
対
策
の
中
核
機
関
と
 

し
て
の
役
割
を
果
し
て
き
た
。
 

が
ん
を
は
じ
め
と
す
る
成
人
 

病
予
防
対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
-

積
極
的
に
健
袠
の
屎
待
増
進
を
 

目
指
し
た
健
康
づ
く
り
事
業
を
 

総
合
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
な
 

り
、
平
成
四
年
十
月
一
日
発
展
 

的
に
改
組
し
て
財
団
法
人
朿
京
 

都
健
康
推
進
財
団
が
設
立
さ
れ
 

た
。
二
つ
の
が
ん
検
診
セ
ン
タ
 

︱
は
、
財
団
の
事
業
所
と
し
て
 

都
に
お
け
る
が
ん
対
策
の
拠
点
，
 

と
な
つ
て
い
る
。
 

一
一
つ
の
検
診
セ
ン
タ

Iに
お
 

け
る
平
成
五
年
度
の
各
種
が
ん
 

検
診
の
成
績
は
以
下
の
通
り
で
 

あ
る
。
 

乳
が
ん
発
見
率

ぉ̂
 

受
診
者
数
は
一
」
、
一
一
一
 

人
(都
が
ん
六
、
一
五
〇
、
多
摩
 

が
ん
四
。
九
六
一
》
。
三
十
九
歳
 

以
下
！

 

一

9六
、
四
十
歳
〜
四
十
 

九
歳
三
八
.九
、
五
十
歳
〜
五
十
 

九
歳
一
一
八
.八
、
六
十
〜
六
卜
九
 

歳
一
ひ
.七
、
七
十
歳
以
上
 一
^
 

ー
ラ
 

扎

が

ん

発

見

数

一

五

三

(
都
 

が
ん
九
〇
、
多
摩
が
ん
六
三
)。
 

が
ん
発
見
率
は
一
，
三
八
X。
内
 

は̂
三
十
九
歳
以
下
〇
，
五
七
、
 

四
十
歳
〜
四
十
九
歳
一
，
三
 

一
一
X、
五
十
歳
〜
五
十
九
歳
一
，
 ニ

ニ
X
、
六
十
歳
〜
六
十
九
歳
 

二
.七
七
X、
七
〇
歳
以
上
九
. 

六
五
冗
。
 

-.1！
セ
ン
タ
ー
と
も
施
設
検
診
 

で
行
っ
て
い
る
が
、
受
託
検
診
 

で
は
内
診
、
視
診
、

X
線
検
査
 

を
、
一
般
検
診
(受
託
の
精
密
検
 

査
を
含
む
)で
は
、
こ
れ
ら
に
超
 

音
波
検
査
、
生
検
、
サ
̶
モ
グ
ラ
 

フ
ィ
̶
な
ど
を
加
え
た
精
密
検
 

査
を
行
つ
て
い
る
。
 

子
1
1】
が
ん
検
診
を
組
み
合
わ
 

せ
た
婦
人
科
検
診
と
し
て
受
診
 

す
る
人
も
多
く
、
受
診
者
数
も
 

年
々
壻
加
し
活
気
の
あ
る
検
診
 

と
な
つ
て
い
る
。
平
成
五
年
度
 

の
発
見
率
は
、
一
，
三
八
冗
で
あ
 

つ
な
-；
 

子
【
#ん
発
見
率
^̂
 

受
診
者
総
数
は
一
九
、

0 二
 

七
人
(都
が
ん
一
五
、
六
七
一
、
 

多
摩
が
ん
三
、
三
五
六
)。
が
ん
 

発
見
数
は
一
九
(都
が
ん
一
五
、
 

多
摩
が
ん
四
)、
が
ん
^
見
率
は
 

0
 
，

一 
〇

^
。
 

構

成

は

三

十

九

歳

以

下

十
 

五
-四
X、
四
十
歳
〜
四
十
九
歳
 

ニ
ー
一
 了
一

 
冗
、
五
〇
歳
〜
五
九
歳
 

病
院
，
病
床
数
共
減
る
 

2
5
年
分
厚
生
省
調
査
 

厚
生
省
が
十
二
月
十
日
ま
と
め
た
医
療
施
設
調
査
.病
院
報
告
の
概
 

況
に
よ
る
と
、
病
院
や
病
床
の
数
が
前
年
よ
り
減
つ
て
い
る
こ
と
が
分
 

つ
た
。
ま
た
、
高
価
な
高
額
医
療
機
器
の
整
備
な
ど
が
経
営
難
に
拍
車
 

を
か
け
て
い
る
こ
と
な
ど
も
分
っ
た
。
 

病
院
数
減
る
 

全

国

の

医

療

総

数

は

一

孔
 

二
、
 ニ
ー

 九
施
設
で
、
そ
の
う
ち
 

「
休
え
.一
年
以
上
休
診
中
」
の
 

施
設
を
除
い
た
活
動
中
の
施
設
 

は
一
四
九
。
八
ヒ
八
施
設
(医
療
 

総
数
の
九
八
-五
冗
)で
あ
る
。
 

病
院
は
九
、
八
1：
四
施
設
で
 

前
年
に
比
べ
一
一
九
施
設
二 ，
 

一
一
X〉
減
少
し
、
一
般
診
療
所
は
 

八
四
、
一
一
一
八
施
設
で
七
三
四
 

施
設
(ひ
.九
冗
)、
歯
科
診
垛
所
 

は
五
五
、
九
〇
六
施
設
で
九
〇
 

四
施
設
一
一
霧
營
と
前
年
に
 

比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。
 

病
院
は
精
神
病
院
が
 
一
、

0
 

五
儿
施
設
で
前
年
に
比
べ
七
施
 

設
(
の
.七
冗
)
増
え
た
が
、
一
 

般
病
院
は
八
、
七
九
一
一
施
設
で
 

前
年
に
比
べ
一
一
一
五
施
設
一
一
，
 

四
冗
)
減
少
し
て
い
る
。
 

一
般
診
療
所
は
冇
床
診
療
所
 

が
ニ
ニ
、
三
八
三
施
設
で
前
年
 

に

比

べ

七

六

八

施

設

(
三

，
 

三
冗
)減
少
し
、
無
床
診
療
所
は
 

六

|、

七

四

五

施

設

で

前

年

に
 

比
べ
一
、
五

0一
一
施
設
(一
一
1
 

^
冗
)増
加
し
て
お
り
、
一
般
診
 

療
所
の
無
床
化
一
一
般
診
療
所
 

数
の
七
三
-四
冗
)が
さ
ら
に
進
 

ん
?
1-い
る
。
 

病
院
数
を
病
床
の
規
模
別
に
 

み
る
と
、
一
〇
〇
床
以
ヒ
の
病
 

院
が
五
、
五
八

施̂
設
一
病
院
数
 

の
五
八
.七
冗
)と
過
半
数
を
占
 

め
て
い
る
。
ま
た
、
前
年
に
比
べ
 

る
と
、
九
九
床
以
下
は
一
〇
七
 

施
設
一
一
.五
X、
一

 
〇
0床
以
ヒ
 

は
一
一
一
施
設
 
ー

0一
一
冗
)減
つ
 

て
い
る
。
 

病
床
数
も
減
る
 

医

療

施

設

の

総

病

床

数

は
 

一
、
九
四
六
、
一
一
五
五
床
で
前
年
 

に
比
べ
二
、
一
一
九
三
床
(？
 

六
冗
)減
少
し
て
い
る
。
病
院
の
 

病
床
数
は
一
、
六
八
0、
九
五
一
一
 

床
(
総
病
床
数
の
八
六
.四
冗
) 

で
前
年
に
比
べ
五
、
七
四
四
床
 

(？
三
冗
)減
少
し
て
い
る
。
 

一
般
診
療
所
の
病
床
数
は
一
一
 

六
五
、
〇
八
三
床
(総
病
床
数
の
 

一
三
，
六
冗
)
で
前
年
に
比
べ
 

五
、
五
三
五
床
(一
丁
0冗
ー
減
 

少
し
て
い
る
。
 

一
病
院
当
た
り
平
均
病
床
数
 

は
一
七
〇
，
八
床
で
前
年
に
比
 

ベ
一
.五
床
増
加
し
て
い
る
。
一
 

般
診
療
所
の
う
ち
有
症
診
療
所
 

、
じ
 

季

大

会

(
十

一

月

二

十
 

果
検
に
お
け
る
前
壁
撮
 

に
 

で
、
宮
城
県
 

次
の
よ
う
に
話
し
 

ン
に
重
要
と
考
え
ら
れ
 

考
え
ら
れ
た
例
は
、
早
期
癌
で
 

ニ
ー
 
例
、
進
行
癌
で
一
一
一
例
あ
 

リ
、
腹
臥
二
重
造
影
法
の
有
効
 

性
が
示
唆
さ
れ
た
。
 

I 田 
8 栅 I 
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します。 

要 介 護 者 

200万人 

2025年に 
520万人 

平
成
七
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
第
十
七
回
消
化

Î影
技
師
研
修
会
で
、
 

巿
川
平
三
郎
氏
は
「
胃
が
ん
は
減
っ
て
い
る
は
誤
り
。
胃
が
ん
死
は
，
て
い
る
が
正
し
い
。
 

患
者
に
と
つ
て
ち
よ
つ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
は
苦
痛
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」
と
語
つ
 

た
。
以
下
は
そ
の
要
点
で
あ
る
。
 

I次
予
防
は
疑
問
 

地
^̂
知
(̂
在
で
は
不
^
 

能
)
と
全
く
同
じ
こ
と
を
や
つ
 

て
い
る
の
が
、
が
ん
の
一
次
^
 

防
だ
。
カ
ロ
チ
ン
が
い
い
と
か
、
 

ビ
タ
ミ
ン
じ
が
い
い
と
か
ね
。
 

ポ
ー
ル
さ
ん
と
い
う
、
ノ
ー
バ
 

ル
赏
を
も
ら
つ
た
人
が
「
ビ
タ
 

三
ン
じ
を
摂
る
と
が
ん
に
な
ら
 

な
い
」
な
ん
て
っ̂
た
。
新
聞
が
 

「
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
赏
者
曰
く
」
 

つ
て
こ
と
で
書
く
か
ら
、
世
界
 

屮
に
広
ま
つ
ち
や
っ
て
、
ビ
タ
 

ミ
ン
じ
を
飲
む
と
が
ん
に
な
ら
 

な
い
み
た
い
な

に̂
な
っ
た
。
 

こ
れ
は
地
震
と
^
じ
^
人
お
報
 

だ
。
 

そ
う
い
う
話
が
時
々
、
靳
聞
 

に
大
き
く
出
る
。
「
が
ん
の
で
防
 

薬
！
一
十
一
世
紀
に
」
と
か
。
「
あ
 

な
た
本
当
に
こ
う
思
つ
て
い
る
 

ん
で
す
か
」
と
、
発
表
し
た
人
に
 

聞
く
と
、
地
震
の
敉
投
と
同
じ
 

こ
と
を
富
う
。
「
あ
れ
は
ね
、
 

時
々
や
ら
な
い
と
、
研
究
費
が
 

入
ら
な
い
ん
で
す
よ
」
(笑
い
)。
 

こ
れ
は
文
部
省
が
い
け
な
い
。
 

研
究
費
を
ア
メ
リ
カ
の
十
分
の
 

一
か
、
百
分
の
一
で
も
い
い
か
 

ら
、
；
2本
の
研
究
者
に
与
え
た
 

ら
あ
ん
な
ゥ
ソ
を
-ぼ
わ
な
く
な
 

る
と
思
う
。
新
聞
も
人
を
お
ど
 

力
す
こ
と
し
か
お
Iか
な
い
。
こ
 

れ
は
.お
く
な
い
。
 

一
次
予
防
は
疑
問
 

こ
の
経
験
か
ら
、
一
一
次
予
防
 

と
レ
、
つ
力
力
ん
に
な
ら
な
1.
 

努
力
を
す
る
の
が
、
本
物
の
 

︱
本
物
と
い
う
の
は
、
科
学
と
 

か
学
問
じ
や
な
く
、
現
に
八
，
、
生
 

き
て
い
る
入
た
ち
の
メ
リ
ッ
ト
 

に
な
る
こ
と
を
や
つ
て
い
る
の
 

が
背
さ
ん
方
で
あ
る
と
、
私
は
 

確
信
を
待
っ
て
旨
っ
て
い
る
。
 

3
壁
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
の
 

は
去
年
の
暮
れ
で
す
が
、
早
期
 

出
：
：
検̂
協̂
会
の
理
事
長
を
、
 

白
壁
先
生
の
あ
と
を
や
れ
、
な
 

ん
て
一
一
目
わ
れ
て
、
先
々
週
、
私
、
 

理
事
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
就
 

任
の
^̂で
「
一
一
次
で
は̂
人
 

だ̂
と
い
う
が
、
し
み
じ
み
分
 

か
る
.̂
代
に
な
リ
ま
す
よ
」
と
 

言
っ
た
。
 

神
戸
の
地
震
で
真
っ
先
に
や
 

ら
な
く
ち
や
な
ら
な
い
こ
と
は
 

な
ん
だ
っ
た
か
、
教
訓
は
た
く
 

さ
ん
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
 

が
、
が
ん
に
つ
い
て
も
一
一
：
 
一
I
：

え

る
 

の
じ
や
な
い
か
。
い
ま
生
き
て
 

い
る
人
が
百
年
後
に
ど
う
か
、
 

と
い
う
話
も
面
白
い
が
、
何
の
 

役
に
も

た̂
な
い
。
い
ま
生
き
 

て
い
る
入
が
、
が
ん
で
死
ぬ
の
 

は
し
ょ
う
が
な
い
が
、
自
分
が
 

努
力
す
れ
ば
、
が
ん
に
な
ら
な
 

い
。
な
つ
て
も
、
そ
れ
で
命
を
落
 

と
さ
な
い
と
い
う
状
態
が
一
番
 

大
切
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
が
 

分
か
る
ん
じ
や
な
い
か
。
皆
さ
 

ん
方
は
、
我
々
仲
間
の
た
め
に
 

力̂
し
て
い
る
と
い
う
自
負
を
 

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
 

胃
が
ん
は
増
え
て
い
る
 

「
胃
が
ん
は
減
つ
た
」
と
よ
く
 

ま
う
。
厚

省̂
の
公
式
文
書
に
 

ま
で
在
い
て
あ
る
。
「
胃
が
ん
は
 

減
っ
て
、
今
や
肺
が
ん
の
時
代
 

が
来
つ
つ
あ
る
」
と
。
審
議
会
で
 

私
は
な
ん
べ
ん
文
句
言
っ
た
か
 

分
か
ら
な
い
。
厚
生

の̂
案
と
 

し
て
文
章
が
出
る
。
そ
の
中
に
 

「
宵
が
ん
は
減
っ
た
が
、
肺
が
 

ん
は
つ
い
に
II：
が
ん
の
死
亡
を
 

超
え
た
。
だ
か
ら
、
肺
が
ん
の
時
 

代
で
あ
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
間
 

違
い
で
あ
る
。
し
か
し
胃
が
ん
 

の
死
」
」
者
は
減
っ
て
い
る
」
書
 

か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
 

が
真
実
だ
、
胃
が
ん
は
猛
烈
に
 

え̂
て
い
る
ん
で
す
。
け
ど
、
死
 

ぬ
入
は
猛
烈
に
咸
つ
て
い
る
ん
 

で
す
。
こ
の
ギ
ヤ
ッ
プ
は
何
か
。
 

集
団
検
診
を
含
む
検
診
の
効
果
 

で
あ
る
。
 

佐
々
木
先

も̂
こ
の
こ
と
を
 

言
わ
れ
た
と
思
う
。
あ
の
先
生
 

の
デ
︱
タ
は
世
界
一
の
立
派
な
 

デ
︱
タ
で
、
あ
あ
い
ぅ
デ
ー
タ
 

が
あ
る
か
ら
、
我
々
は
大
き
な
 

卢
で
検
診
が
必
要
だ
と
言
え
 

る
。
 

反
対
す
る
人
は
い
ま
す
。
な
 

ぜ
反
対
す
る
か
。
ア
メ
リ
カ
か
 

ぶ
れ
な
ん
で
す
。
私
が
：
：
い
期
が
 

ん
の
話
で
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
 

と
、
ア
メ
リ
カ
入
が
や
た
ら
に
 

そ
れ
を
.一
呂
う
。
「
ほ
っ
と
い
て
も
 

治
る
が
ん
を
な
ん
で
日
本
で
は
 

や
術
す
る
の
か
」
こ
れ
は
大
間
 

違
い
だ
。
！
：
十
期
が
ん
は
ほ
っ
と
 

け
ば
み
ん
な
進
行
が
ん
に
な
つ
 

て
、
ほ
と
ん
ど
死
ん
で
し
ま
う
。
 

と
こ
ろ
が
、
そ
う
思
い
た
く
 

な
い
。
な
ぜ
か
。
そ
う
い
う
技
術
 

が
な
い
か
ら
だ
。
技
術
が
な
い
 

の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
で
は
 

お
が
ん
が
少
な
い
た
め
に
、
现
 

に
生
き
て
い
る
入
に
対
し
て
そ
 

れ
ほ
ど
や
る
熱
意
も
な
い
し
、
 

や
る
人
も
い
な
い
。
診
断
す
る
 

人
も
い
な
い
。
そ
う
い
う
状
態
 

だ
か
ら
、
そ
れ
ら
が
染
み
と
お
 

つ
て
、
「
日
本
で
は
集
;̂険
と̂
 

い
う
お
か
し
な
こ
と
を
や
つ
て
 

い
る
」
と
い
う
調
子
の
論
理
と
 

な
る
。
 

が
ん
は
や
っ
ぱ
り
検
診
 

去
年
七
月
、
私
は
が
ん
の
手
 

術
を
し
ま
し
た
。
十
五
年
前
に
 

は
胃
が
ん
の
手
術
を
し
た
が
、
 

期̂
が
ん
だ
っ
た
の
で
、
十
五
 

年
経
っ
て
も
元
気
で
す
。
私
の
 

II！
：
が
ん
を
兒
つ
け
て
く
れ
た
先
 

生
が
「
が
ん
は
胃
が
ん
だ
け
で
 

は
な
い
で
し
ょ
う
。
先
生
は
ほ
 

か
の
が
ん
の
検

を̂
や
っ
て
い
 

ま
す
か
」
と
い
う
か
ら
「
や
つ
 

て
ま
す
」
と
臓̂
、
肝
臓
、
肺
と
、
 

い
く
つ
か
あ
げ
た
わ
け
で
す
。
 

「
そ
れ
は
結
構
で
す
。
前
立
腺
 

は
？
」
と
聞
か
れ
た
ん
で
す
が
、
 

前
立
腺
は
.
」
目
点
だ
つ
た
で
す
 

ね
。
ま
さ
か
と
思
っ
て
い
た
も
 

の
だ
か
ら
、
「
や
っ
て
い
な
い
」
 

と
言
っ
た
ら
、
「
そ
れ
じ
ゃ
血
を
 

採
り
ま
し
ょ
う
」
と
..111
！
つ
て
血
 

を
採
ら
れ
た
。
一
週
間
後
、
デ
I 

タ
だ
け
ぽ
ん
と
送
ら
れ
て
き
 

た
。
そ
し
た
ら
入
の
十
倍
も
数
 

値
が
ん
Iい
。
驚
い
て
友
逹
に
^
 

し
た
ら
、
そ
れ
が
泌
^̂
科
で
、
 

「
や
り
ま
し
ょ
う
、
き
ょ
う
は
 

こ
の
病
院
に
泊
ま
つ
て
く
だ
さ
 

い
」
な
ん
て
-.;一
IIわ
れ
て
、
バ
ィ
ォ
 

プ
シ
︱
や
っ
た
ら
、
出
て
ま
す
 

と
い
う
こ
と
で
、
が
ん
セ
ン
タ
 

︱
で
、
手
術
し
た
。
 

「
ち
ょ
っ
と
待
て
」
苦
痛
 

1
ー
芰
の
入
院
を
逝
じ
て
感
じ
 

た
の
は
、
「
ち
ょ
つ
と
侍
つ
-て
く
 

だ
さ
い
」
と
い
う
台
詞
、
こ
れ
だ
 

け
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
 

し
い
と
う̂
。
 

立
て
込
ん
で
い
る
時
に
人
が
 

来
る
と
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
 

だ
さ
い
」
と
言
い
ま
す
ね
、
こ
れ
 

は
小
︱
然
で
す
。
例
え
ば
、
検
査
の
 

紙
を
待
っ
て
、
あ
そ
こ
の
窓
口
 

へ
行
つ
て
く
だ
さ
い
と
主
治

|̂
 

に
言
わ
れ
る
。
そ
の
窓
口
へ
行
 

く
と
、
受
け
取
っ
た
人
が
「
ち
ょ
 

つ
と
侍
っ
て
く
だ
さ
い
」
。
こ
れ
 

ほ
ど
困
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
 

か
。
そ
の
ち
よ
つ
と
と
い
う
の
 

が
、
十
秒
な
の
か
、
五
分
な
の
 

か
、
三
十
分
な
の
か
、
三
時
間
な
 

の
か
、
全
然
、
分
か
ら
な
い
。
待
 

つ
の
は
い
い
ん
で
す
が
、
「
ち
ょ
 

つ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
 

う
の
は
こ
つ
ち
が
声
を
か
け
る
 

ま
で
無
限
に
侍
て
と
い
う
こ
と
 

だ
。
 

こ
れ
ま
ト
す
レ
ニ
ー
订
っ
ご
い
 

い
の
か
、
悪
い
の
か
も
分
か
ら
 

な
い
。
三
十
分
と
富
わ
れ
れ
ば
、
 

病
室
へ
行
っ
て
本
を
取
っ
て
き
 

て
、
本
を
読
ん
で
三
十
分
侍
と
 

う
と
思
う
し
、
三
時
間
と
一
一
一
一
；
Iわ
 

れ
れ
ば
、
ま
た
呼
ん
で
く
だ
さ
 

い
ね
と
言
っ
て
、
看
護
婦
に
5
 

ん
で
病
室
へ
帰
つ
ち
ゃ
う
と
い
 

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
私
ビ
け
で
は
な
い
。
 

多
く
の
入
に
聞
く
と
、
み
ん
な
 

そ
う
い
う
反
も
を
持
つ
て
い
ま
 

す
。
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
も
そ
 

う
い
う
こ
と
を
き
つ
と
1
一
：
ー
1つ
て
 

い
る
と
思
う
。
「
い
ま
忠
:̂が
三
 

人
Iる
力
ら
約
-̂
分
ぐ
ら
い
力
 

カ
リ
ま
す
」
。
こ
れ
な
ら
分
る
。
 

「
一
入
だ
か
ら
す
ぐ
終
り
ま
 

す
三
十
秒
力
力
ら
な
い
て
し
 

よ
う
」
な
ん
て
言
つ
て
も
、
そ
れ
 

が
一

分
に
な
つ
て
も
怒
ら
な
 

い
。
「
ち
ょ
つ
と
侍
つ
て
く
だ
さ
 

い
」
だ
け
で
や
め
ち
や
う
の
は
 

：

悠̂
だ
と
忍
う
。
猛
烈
な
苦
痛
 

を
悪
者
に
ケ
え
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
が
、
つ
い
さ
一
！
つ
て
し
 

ま
う
。
艇
に
な
つ
て
い
る
ん
だ
。
 

し
か
し
、
「
ち
ょ
っ
と
侍
つ
て
く
 

だ
さ
い
」
と
い
う
の
は
す
さ
ま
 

じ
い
拒
否
-.̂」
で̂
あ
る
と
い
う
 

こ
と
だ
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
も
 

11̂
三
十
六
万
一
一
千
人
で
 

1̂リ
約
.，
.̂̂一
千
人
増
え
 

る
こ
と
に
な
つ
た
。
门
然
増
加
 

数
は
、
七
三
年
に
百
三
十
八
万
 

人
を
記
録
し
て
以
来
パ
母
年
、
前
 

年
を
下
回
っ
て
い
た
。
 

七
三
年
当
時
は
、
毎
、̂

 
一
 

万
人
以
上
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
 

れ
て
い
た
が
、
晚
婚
化
と
少
子
 

傾
向
の
た
め
、
八
〇
年
に
は
お
 

一
一
十
万
人
台
と
急
激
に
減
少
を
 

続
け
て
き
た
。
 

な
お
、
三
人
死
闵
の
死
亡
数
 

は
、
第
一
位
が
悪
性
新
生
物
で
 

一
一
卜
四
万
一
千
入
(
二
七
.
 

六
お
)、
第
一
一
位
は
心
疾
患
十
五
 

万
ヒ
で
人
《
一
八
お
)
、
第
三
位
 

は
脇
き
管

忠̂
十
一
万
凡
千
人
 

一
一
ニ
ー
.
六
冗
)
と
推
計
さ
れ
て
 

、
1る
。
 

家
庭
入
り
の
女
性
ふ
え
る
 

赤
ち
ゃ
ん
が
人
幅
増
に
お
じ
 

た
こ
と
に
つ
い
て
-厚
生

:̂は
 

「
不
況
で
、
仕
事
を
や
め
て
家
 

庭
に
入
る
女
性
が
ふ
え
た
た
 

め
」
と
み
て
い
る
。
 

今
後
、
第
三
次
べ
ビ
Iブ
︱
 

ム
に
呼
ば
れ
て
七
〇
|
七
四
年
 

卞
ま
れ
の
人
達
が
結
婚
適
齢
期
 

を
迎
え
る
た
め
、
出
生
数
は
上
 

昇
を
た
ど
る
と
み
て
い
る
。
 

離
婚
数
も
ふ
え
る
 

婚
姻
件
数
は
七
ト
几
な
！
：
千
 

組
で
、
！
？
.成
五
竿
の
：
..11几
.お
 

三
で
組
よ
リ
千
組
增
と
推
；
さ̂
 

れ
、
ヒ
年
迚
絞
で
增
加
で
あ
る
。
 

婚
姻
^
 (
入
门
ト
：
^
)
は
人
.
1
；
 

で
、
1
^
成
五
年
と
同
率
で
あ
る
。
 

ま
た
、
離
婚
件
数
は
十
九
万
 

五
千
組
で
、
平
成
五
年
の
十
八
 

〃
八
VI組
よ
り
ヒ
卩
糾

と̂
推
 

計
さ
れ
る
。
離
婚
率
(
入
：
3
で
 

対
)
は

 

一
^
五
匕
に
な
リ
、
^
成
 

五
年
の
一
，
五
一
一
を
上
る
。
組
 

数
、
率
と
も
過
去
最
高
で
あ
る
。
 

今
後
、
実
行
し
て
い
た
だ
け
た
 

ら
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

I
九
九
四
年
(
平
成
六
年
)
生
 

ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
百
二
十
三
 

万
五
千
人
で
、
前
年
よ
り
約
四
 

万
七
千
人
増
え
る
見
込
み
で
あ
 

る
こ
と
が
一
月
三
十
一
日
、
厚
 

生
省
の
人
口
動
態
統
計
の
年
間
 

推
計
で
分
っ
た
。
I方
、
離
婚
件
 

数
は
十
九
万
五
千
件
で
、
人
口
 

干
人
当
た
り
の
離
婚
率
は
I
 ，
 

五
七
で
過
去
最
高
に
な
る
見
通
 

し
だ
。
 

四
万
五
千
人
ふ
え
る
 

厚
生

が̂
昨
年

 
一
か
ら
十
 

月
ま
で
の
人
口
動
態
統
計
速
報
 

を

礎̂
資
料
と
し
て
推
計
し
た
 

も
の
で
あ
る
。
 

そ
れ
に
よ
る
と
、
出
生
数
は
 

百
一
一
十
三
万
五
千
人
で
、
前
年
 

の
百
十
八
万
八
千
入
よ
り
四
万
 

七
千
入
上
回
っ
た
。
こ
れ
は
九
 

一
年
(
平
成
三
年
)
に
千
六
百
六
 

十
人

年̂
を
上
回
っ
た
の
を
除
 

け
ば
、
七
三
年
以
来
の
大
幅
な
 

沖
び
で
、
出
数̂
は
上
，
：
！
き
の
 

兆
し
を
み
せ
て
い
る
。
出
生
率
 

(
入
口
千
対
)
は

 
一
0
*
0
で
、
 

平
成
五
年
の
九
，
人
を
上
回
る
 

見
込
み
。
 

死
亡
数
減
る
 

死
亡
数
は
八
ト
七
万
三
千
人
 

で
、
平
成
五
年
の
八
卜
七
万
九
 

千
人
を
」
ハ
千
人
ド
问
る
と
推
計
 

さ
れ
る
。
こ
れ
は
平
成
元
年
以
 

来
の
減
少
で
あ
る
。
 

死
亡
率
(
人
リ
千
対
)
匕
-
0
 

で
、
平
成
五
年
の
七
.一
を
下
1：
 

る
。
 

こ
の
た
め
、
入
：
：
；
の
，
：
：
然
增
 

高
画
質
 

し
か
も
秒̂
処
理
…
：
 

間
接
撮
影
画
像
の
麵
 

質
的
変
革
 

1
 

富
士
メ
テ
ィ
カ
ル
ィ
メ
 

Iジ
ン
グ
フ
ィ
ル
ム
画
"
 

！̂
ド
八
新
登
場

 

，
 

日̂
本
に
は
寝
た
き
リ
、
 

痴
呆
、
虚
弱
の
た
め
介
護
の
必
 

要
な
高
齢
者
が
約
一
一
〇
〇
万
人
 

い
る
と
い
わ
れ
、
こ
の
数
は
一
一
 

〇
〇
〇
年
に
は
一
一
八
〇
万
人
、
 

一
一
〇
一
一
五
年
に
は
五
一
一
〇
万
人
 

に
"̂加
す
る
こ
と
が
推
别
さ
れ
 

て
い
る
。
 

二
十
一
世
紀
の
高
齢
社
会
に
 

向
け
、
国
は
「
ゴ
︱
ル
ド
プ
ラ
 

ン
」
を
推
進
し
、
都
道
府
県
と
市
 

町
村
は
「
老
人
保
健
福
祉
計
阀
」
 

を
作
成
し
て
、
在
宅
介
護
サ
︱
 

ビ
ス
ゃ
特
刖
養
護

入̂
ホ
︱
 

ム
、
左
人
保
健
施
設
の
緊
急
整
 

備
と
介
護
マ
ン
パ
ヮ
︱
の
確
保
 

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
 

る
。
 

ま
た
、
厚
牛
省
の
卨
齢
者
介
 

護
，
自
立
.̂
援
シ
ス
テ
ム
研
究
 

会
は
昨
年
十
一
一
月
、
「
社
会
ぼ
 

険
」
み
式
に
よ
る
公
的
な
介
護
 

保
険
制

の̂
導
入
を
提
さ
し
て
 

〔
る
。
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の
手
順
を
説
明
し
て
お
く
こ
と
 

が
必
要
だ
。
 

平
成
一
一
年
度
か
ら
！
：
年
度
の
 

精
検
受
診
率
が
高
率
で
あ
る
十
 

町
村
、
低
率
で
あ
る
十
町
村
を
 

保
健
婦
数
、

集
検
受
診
数
、
要
精
 

検
数
を
考
慮
し
て
選
定
し
た
。
 

高
率
群
 
一
ニ
ー
。
三
七

一
一
人
、
低
 

率
群
ニ
ー
。
六
一
六
人
、
要
精
検
 

率
は
両
者
一
一
一
冗
代
と

は̂
な
 

い
。
精
検
受
診
率
は
高
率
群
九
 

八
，
六

X
、
低
率
群
は
七
七

 ̂

七
お
。
 

男
女
の
精
検
受
診
率
を
み
る
 

と
高
率
群
で
は
男
女
と
も
に
九
 

八
冗
を
超
え
て
い
る
が
、
低
率
 

群
で
は
女
八
七

，
三

X
、
男
七
 

一

2̂ぉ
と
低
く
な
つ
て
い
る
。
 

集
検
受
診
歴
別
に
精
検
受
診
 

率
を
み
る
と
、
高
率
群
で
は
初
 

回
か
ら
三
年
前
ま
で
、
精
検
受
 

^
率
に
差
は
な
い
が
、
低
率
群
 

で
は
六
九
.八
冗
と
最
も
低
い
。
 

要
精
検
者
に
対
す
る
結
果
の
 

周
^
方
去
で
は
、
高
率
群
は
訪
 

問
が
六
〇
ぉ
と
多
く
、
低
率
群
 

で
は
八
〇
％
が
郵
送
で
あ
る
。
 

や
は
り
^
接
的
な
働
き
か
け
が
 

効
果
が
あ
る
。
 

事
^
で
あ
っ
た
。
自
分
が
病
気
 

に
か
か
つ
て
初
め
て
ひ
と
ご
と
 

で
な
く
な
る
。
そ
れ
は
、
医
学
的
 

知
II、

 
^
療
技
術
、

霊
、
環
境
、
 

経
済
的
問
題
な
ど
、
何
も
か
も
 

が
自
分
の
問
題
と
し
て
降
り
か
 

か
つ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
 

る
。
 へ

ル
シ
ン
キ
宣
言
︱
医
の
倫
 

理
原
則
の
項
で
は
、
 

へ
ル
シ
ン
キ
宣
富
は
、
今
日
、
 

世
界
共
通
の
医
学
、
医
療
の
倫
 

理
原
則
だ
。

一
九
六
四
年
当
時
 

は
と
も
か
く
、
現
在
に
至
つ
て
 

も
な

お
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
を
 

知
ら
な
い
ま
ま
！
；
者
に
な
つ
て
 

い
く

リ
本
の
現
状
は
、
倫
理
的
 

に
も
！
：
際
杜
会
か
ら
取
り
残
さ
 

れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
か
も
し
 

れ
な
い
、
と
説
い
て
い
る
。
 

医
療
の
質
向
上
の
た
め
の
基
 

盤
を
整
備
に
つ
い
て
は
、
 

1
今
後
、
ま
す
ま
す
.医
寮
の
質
 

は
厳
し
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
 

り
そ
う
だ
。
社
仝
の
変
化
に
伴
 

い
、
医
療
の
い
ろ
ん
な
部
分
に
 

も
、
^
の
評
価
が
取
り
入
れ
ら
 

れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
 

し
て
そ
の
評
価
の
^
^
は
、
他
 

第
三
十
二
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
秋
季
大
会
(
十
I
月
二
十
五
、
 

六
日
、
宮
崎
市
)
の
第
九
回
集
検
従
事
者
研
修
会
で
、
北
海
道
対
が
ん
 

協
会
の
浅
野
幸
子
さ
ん
は
「
精
検
受
診
の
問
題
点
I
保
健
婦
活
動
の
中
 

で
︱
」
で
次
の
よ
う
に
話
し
た
。
「
精
検
未
受
診
の
防
止
は
啓
発
運
動
か
 

ら
始
ま
る
。
特
に
要
精
検
者
に
は
精
検
受
診
の
重
要
性
を
充
分
徹
底
さ
 

せ
る
こ
と
で
あ
る
-
と
。
こ
れ
を
そ
の
慨
要
で
あ
る
。
 

北
海
道
は
か
な
り
広
い
地
域
 

で
五
六
保
健
所
、
ニ
ニ
一
市
町
 

村

か

ら

成

つ

て

い

る

が

、

当

協
 

会
が
老
健
法
に
基
づ
く
が
ん
検
 

診
を
委
託
さ
れ
て
実
施
し
て
い
 

る
の
は
一
一
〇
五
市
町
村
で
、
全
 

市
町
村
の
儿
六
，
七
お
に
あ
た
 

る
。
こ
れ
ら
の
検
診
は
三
つ
の
 

地
区
に
分
け
、
札
幌
、
旭
川
、
釧
 

路
の
三
検
診

セ
ン
タ
︱
を
拠
点
 

と
し
て
^
施
し
て
い
る
の
が
現
 

状
で
あ
る
。
 

啓
発
活
動
が
最
重
点
 

精
検
未
受
診
の
防
止
は
、
啓
 

発
活
動
か
ら
始
ま
る
と
考
え
て
 

い
る
。
要
精
検
と
な
っ
た
場
合
 

に
は
精
検
完
了
ま
で
行
か
な
け
 

れ
ぱ
、

ガ
ン
の
確
定
診
断
は
出
 

来
な
い
こ
と
を
充
分
理
解
し
て
 

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
 

こ
こ
で
の
充
分
な
理
解
が
な
 

け
れ
ま
、
「

し̂
い
か
ら
！
と
か
、
 

「
今
は
具
八
1
！
が
悪
く
な
い
か
ら
 

受
け
な
い
」
と
い
う
精
検
未
々
 

診

に

つ

な

が

る

入

が

出

て

来
 

る
。
 

次
い
で
実
施
計
画
、
準
備
、
受
 

診
者
募
集
、

検
診
实
施
と
な
る
。
 

検
診
当
日
は
必
ら
ず
精
検
受
診
 

の
^
:発
も
含
め
た
オ
リ
エ
ン
テ
 

︱
シ
ョ

ン
が
必
要
。
最
近
で
は
 

受
診
者
の
侍
ち
時
間
短
縮
の
た
 

め
、
時
間
差
呼
び
出
し
が
行
な
 

わ
れ
て
い
る
の
で
、
結
果
通
知
 

の
方
法
の
み
に
雀
略
さ
れ
が
ち
 

と
い
う
の
が
現
状
だ
。
 

精
検
を
受
け
る
と
、
受
診
し
 

た
機
関
か
ら
結
果
が
当
協
会
に
 

連
絡
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
に
な
つ
 

て
い
る
。

一
定
の
期
間
を
置
い
 

て
医
療
機
関
か
ら
連
絡
が
な
い
 

場
八
2
は
一
も
精
検
未
受
診
者
と
 

し
て
市
町
村
保
健
婦
に
受
診
勧
 

奨
を
依
頼
す
る
。
 

受
診
勧
奨
を
行
い
受
診
し
た
 

場
合
は
^
療
機
関
よ
り
当
協
会
 

に
結
果
が
送
付
さ
れ
て
来
る
。
 

こ
の
期
間
を
約

一
一
力
月
と
見
て
 

い
る
。
集
検
か
ら
一
一
力
月
経
つ
-

て

も

結

果

連

絡

が

な

い
 場
合
 

は
、
未
受
診
者
調
査
を
市
町
忖
 

保
健
婦
に
依
頼
す
る
。
 

集
檢
四
カ
月
後
に
、
当
協
会
 

か
ら
直
接
、
要
精
検
者
に
対
し
 

て
往
復
ハ
ガ
キ
で
受
診
勧
奨
と
 

未
受
診
理
^
を
把
握
し
て
い
 

る
。
要
精
検
へ
の
働
き
か
け
は
 

結
朵
通
知
の
受
診
勧
奨
を
除
い
 

て
、
精
検
未
受
診
で
あ
れ
ば
^ 

低
で
も
三

I
I
働
き
か
け
を
す
 

る
。
 

精
検
受
診
率
は
昍
ぉ
越
す
 

桔
検
勧
奨
の
結
果
、
平
璧
 

年
度
精
検
受
診
率
九

一
丄
纏
 

叫
年

九̂
〇
，
八
X、
五
年
度
九
 

一
，
八
Xを
維
持
し
て
い
る
。
精
 

検
受
診
一
〇

0冗
に
近
づ
け
る
 

た
め
に
は
か
な
り
努
力
か
必
要
 

だ

。

一

般

と

職

域

で

は

&
年
 

度
と
も
一
般
が
九
一
丁
六
X
、
九
 

一
一
-四
X、
九
一
一
-九
冗
と
な
い
。
 

一
方
、
職
域
は
八
三

X
か
ら
八
 

六

X
代
と
低
迷
。
職
域
に
精
検
 

未
々
.！
者
が
多
い
こ
と
が
分
 

る
。
 

精
検
未
受
診
は
男
に
多
い
 

性
別
に
比
較
す
る
と
、
各
年
 

度
と
も
男
の
受
診
率
は
八
九

X
 

代
に
と
ど
ま
り
、
女
の
九

1
1
冗
 

か
ら
九
五
冗
と
比
べ
低
い
。
 

精
検
受
^
率
の
低
い
男
の
未
 

受

診

瑰

由

を

分

析

し

て

み

る
 

と
、
五
九
歳
ま
で
の
^
;い
層
で
 

は
「
受
診
予
定
」
「
多
忙
」
が
」
：
：
 

〇
ぉ
を
占
め
、
六
〇
歳
以
上
で
 

は
「
ど
こ
も
悪
く
な
い
」
「
前
回
 

と
結
^
は
^
じ
」
と
い
う
理
由
 

が
多
い
。
 

精
検
受
診
率
を
と
げ
て
行
く
 

た
め
に
は
「
健
康
の
確
認
」
よ
り
 

も
「
仕
事
優
先
」
と
い
う
考
え
 

方
、
す
な
わ
ち
、
価
値
観
を
変
容
 

さ
せ
る
こ
と
、
検
診
を
計
画
し
 

た
段
階
か
ら
精
検
受
診
の
体
制
 

を
作
り
、
精
検
と
な
つ
た
^
合
 

で
も
な
い
患
者
お
身
に
あ
る
。
 

患
者
の
権
利
の
確
立
に
関
す
 

る
宣
言
で
は
、
 

お
療
に
お
い
て
患
者
の
主
体
 

的
な
怠
思
が
尊
茧
さ
れ
る
権
利
 

は
、
芘
水
的
入
権
に
由
来
し
、
国
 

際
人
権
法
も
こ
れ
を
認
め
る
と
 

こ
ろ
で
あ
る
。
 

こ
の
権
利
の
中
核
は
、
患
苕
 

が
自
，
し
の
症
状
、
医
療
行
為
の
 

け
的
、
ガ
法
、
危
険
性
、
代
替
的
 

治
療
法
な
ど
に
つ
き
正
し
い
説
 

明
を
受
け
理
解
し
た
に
で
、
，
！
：
 

主
的
に
選
択
、
同
意
、

拒
否
で
き
 

る
と
い
う
イ
ン
フ
ォ
︱
ム
ド
.
 

コ
ン
セ
ン
ト
の
原
則
で
あ
り
、
 

適
切
な
医
療
を
受
け
る
権
利
と
 

並
ん
で
、
医
療
に
お
い
て
必
要
 

不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
 

ま
た
、
診
療
の
第

一
歩
は
、
忠
 

^
か
ら
医
者
へ
の
情
報
の
伝
達
 

で
あ
る
、
と
も
説
い
て
い
る
。
闘
 

病
は
、
患
者
と
医
者
と
の
^
问
 

作
戦
で
あ
る
、
と
語
り
、
あ
く
ま
 

で
、
医
者
と
患
者
は
対
等
な

パ
 

1ト
ナ
ー
で
あ
る
と
語
つ
て
い
 

る
。
 

(同
文
書
院
刊
、
一
、
三
。
㊀
円
) 

本
紙
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
読
者
の
ご
意
見
 

を
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

投
稿
は
主
張
，
提
言
，
体
験
談
、
胃
集
検
情
 

報
な
ど
の
ほ
か
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
写
真
 

な
ど
も
歡
迎
し
ま
す
。
 

投
稿
さ
れ
る
方
へ
 

締
切
は
と
く
に
設
け
ま
せ
ん
。
 

字
数
は
一
〇
〇
〇
字
程
度
。
 

編
集
部
で
要
約
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

お
礼

，
採
用
の
分
に
は
薄
謝
贈
呈
。
 

送
り
先

，
関
東
甲
信
越
地
方
会
編
集
委
員
会
 

編

集

後
 

己
 

「
胃
が
ん
死
は
減
っ
て
い
る
。
 

も
う
肺
が
ん
の
時
代
だ
」
と
よ
 

く
言
わ
れ
る
。
あ
た
か
も
、

こ
 

れ
が
真
実
の
よ
う
に
語
ら
れ
、
 

厚
生
省
な
ど
も

こ
の
説
を
き
定
 

し
て
い
る
向
き
が
あ
る
。
 

と
ん
で
も
な
い
誤
解
だ
。

2闩
 

が

ん

は

確

実

に

ふ

え

て

い

る
 

が
、
早
期
発
見
、

期̂
^̂
に
 

よ
っ
て
、
治
る
入
が
ふ
え
て
い
 

る
。
従
っ
て
死
亡
者
が
減
っ
て
 

い
る
わ
け
だ
。
 

肺
が
ん
は
残
念
な
が
ら
、

I
十
 

期
発
見
の
手
だ
て
が
進
ん
で
い
 

な
い
。
そ
の
う
え
、

仏
，
口
り
に
く
 

い
。
そ
の
差
が
死
亡
率
に
現
わ
 

れ
て
い
る

の
だ
。
 

本
質
を
見
す
え
て
判
断
す
る
 

必
要
が
あ
る
。
(
七
ぺ

I
ジ
、
市
 

川
先

の̂
-̂目
参
照
) 

こ
の
11に
、
イ
ン
フ
ォ
︱
ム
 

ド
.
コ
ン
セ
ン
ト
(説
明
と

 ̂

意

)
と

い

う

言

葉

が

聞

か

れ

る
 

よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
が
、

一
 

向
に
医
療
の
質
は
変
ら
な
い
。
 

患
者
が
自
ビ
の
症
状
、
医
療
 

行
為
の
目
的
、
方
法
、
危
険
性
、
 

代

替

的

治

療

法

な

ど

に

つ

い
 

て
、
正
し
い
説
明
を
受
け
理
解
 

し
た
上
で
问
意
し
て
い
な
い
か
 

ら
だ
。
医
者
と
患
者
が
良
き
パ
 

Iト
ナ

Iに
な
る
こ
と
を
祈
り
 

た
い
。
(ニ
ぺ
︱
ジ
、

島̂
先
生
 

の
発
言
か
ら
) 

8
ミ
仨
お
^
や
^
け
^
屮
 

1 

負 
ポ 

千 

県 
対 
が 
ん 
協 

き 

迫 

111 

口 

文 

茨 
城 
県 
総 
八 

健 

協 
会 

林 

學 

千 
笼 
県 
が 
ん 
セ 
ン 
タ 
神 

保 

勝 

―お 

江 
尸 
川 
[メ: 

師 
会 

^9 

集 

國 

お 
お 
；I1、 

都 

神 

川 

東 
お'' 
都 

ほ： 
生 
連 

渡 
辺 

が、 

八 

病 
院 

大 

槻 

立 
ム 
—お 
か； 
お 

カム 
よ'II 

水 

お-
予 
防 

学 

会 

III 

ジ 

ン 

I'-

防 
医 
学 
協 
会 

原 

長 
岡 

央 
総 
八 

病 

お 
靖 

11！ 

孝 
信 
五 

お-
予 
防 

学 

会 

III 

ジ 

ン 

I'-

防 
医 
学 
協 
会 
敬 
治 

長 
岡 

央 
総 
八 

病 

お 

消
化
器
が
ん
検
診
の
 

精
度
管
理
へ
の
助
言
を
聞
い
て
 

I保
健
婦
の
感
想
か
ら
I 

こ
と
し
の
第
二
十
三
回
保
健
 

婦

研

修

会

(
七

月

二

八

、

二

九
 

日
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ

I
国
際
 

研
究
交
流
会
館
)で
、
長
野
県
成
 

人
病
予
防
協
会
の
宮
下
美
生
医
 

師
は
「
消
化
器
が
ん
検
診
の
精
 

度
管
理
」
に
つ
い
て
、
保
健
婦
に
 

助

言

し

た

。

(
前

号

)
以

下

は

そ
 

れ
を
聞
い
た
保
健
婦
か
ら
の
感
 

想
で
あ
る
。
 

現
実
的
で
分
り
易
い
 

^
豊
富
な
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
 

た
理
論
的
な
分
り
や
す
い
講
 

義
で
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。
 

費
用
ま
で
言
及
さ
れ
る
先
生
 

は
少
な
い
。
現
実
的
で
即
、
明
 

リ
か
ら
の
業
務
に
反
映
で
き
 

る
と
思
っ
た
。
 

，
改
め
て
、
集
団
検
診
の
^
^
に
 

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
 

業
務
に
追
わ
れ
、
逢
、
；
ォ
価
、
 

分
析
な
ど
を
怠
つ
て
い
た
。
 

，
公
衆
衛
生
に
関
わ
る
者
と
し
 

て
が
ん
検
診
の
み
で
な
く
、
 

日
常
業
務
の
す
べ
て
が

こ
の
 

よ
う
な
効
果
を
ね
ら
つ
て
、
 

実
施
す
べ
き
だ
と
痛
感
し
た
。
 

，
人
口
増
加
中
の
市
な
の
で
検
 

診
と
指
導
部
門
を
分
け
て
、
 

も
っ
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
 

て
精
度
管
理
を
し
な
け
れ
ば
 

と
思
つ
た
。
 

記
録
の
大
切
さ
 

，
企
画
、
実
効
，
評
価
ま
で
の
一
 

連
の
流
れ
の
中
に
精
度
管
理
 

が
あ
り
、
記
録
と
し
て
残
す
 

こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。
 

，
实
践
記
録
を
付
け
る
こ
と
に
 

よ
り
評
価
し
や
す
い
こ
と
を
 

改
め
て
感
じ
た
。
 

，
精
度
管
理
を
成
り
行
き
任
せ
 

で
、
し
っ
か
り
記
録
し
て
い
 

な
か
っ
た
。
 

，
是
非
、
一
度
じ
っ
く
り
腰
を
据
 

え
て
、
企
画
書
の
作
成
か
ら
 

ぼ
価
ま
で
や
つ
て
み
た
い
。
 

マ
ネ
Iジ
ャ
︱
即
精
度
管
理
 

，
保
健
婦
の
活
動
が
余
り
精
度
 

管
理
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
 

と
思
っ
て
い
た
が
、
マ
ネ
︱
 

ジ
ャ
︱
と
し
て
の
関
わ
り
で
 

精
^
管
理
が
出
来
る
と
知
つ
 

て
驚
い
た
。
 

，
精
度
管
理
に
つ
い
て
の
統
計
 

の
取
り
方
は
勉
強
に
な
つ
 

た
。
"死
」
」
率
に
発
見
率
が
勝
 

つ
て
い
る
か
〃
早
速
、
比
校
し
 

て
み
た
い
。
 

，
"精
度
を
上
げ
る
に
は
母
集
団
 

が
問
題
と
な
る
々
と
て
も
考
 

精
検
の
申
込
み
取
り
ま
と
ま
 

と
め
は
、
高
率
群
で
は
、
「
す
る
」
 

が

九

〇

％

、

低

率

群

で

は

一
 

〇
％
と
低
い
こ
と
が
分
る
。
 

医
療
機
関
の
有
無
で
は
な
い
 

地
元
に
精
検
機
関
が
あ
る
か
 

ど
う
か
を
み
る
と
、
高
率
群
で
 

は
「
あ
り
」
が
六
〇
ぉ
に
対
し
、
 

低
率
群
で
は
八
〇
冗
と
、
低
率
 

群
の
方
が
^
療
機
関
に
恵
ま
れ
 

て
い
る
こ
と
が
分
る
。
 

こ
の
よ
う
に
、
身
じ
か
に
ぽ
 

療
機
関
が
あ
っ
て
も
「
木
人
ま
 

か
せ
」
で
は
、
な
か
な
か
受
^
に
 

結
び
つ
か
な
い
こ
と
が
分
る
。
 

精
検
受
診
率
向
上
の
視
点
を
 

あ
げ
て
み
る
と
 

①
ガ
ン
の
啓
発
活
動
を
行
な
 

ぅ
屮
で
、
^
検
の
目
的
精
検
完
 

了
の
必
要
性
を
正
し
く
理
解
さ
 

せ
る
こ
と
 

②

ガ

ン

検

診

の

シ

ス

テ

ム

を
 

確
立
す
る
こ
と
。

シ
ス
テ
ム
を
 

作
る
ま
で
は
苦
劳
す
る
が
、
出
 

来
て
し
ま
う
と
流
れ
に
の
つ
て
 

能
率
的
に
進
行
す
る
 

③
精
検
未
受
診
と
な
つ
て
い
 

る
人
は
、

そ
の
京
因
を
早
め
に
 

え
さ
せ
ら
れ
た
。
八
，
.ま
で
は
 

精
検
受
診
率
を
上
昇
さ
せ
る
 

こ
と
し
か
考
え
て
い
な
か
つ
 

-対
象
集
！
：
の
特
徴
が
い
ま
だ
 

に
自
分
自
身
、
は
つ
き
り
つ
 

か
み
取
れ
て
い
な
い
こ
と
が
 

よ
く
分
っ
た
。
.
保
健
婦
が
ど
 

の
役
割
を
持
て
ば
よ
い
の
か
。
 

検
診
の
見
直
し
を
し
て
い
く
 

上
で
の
精
度
管
理
の
ポ
イ
ン
 

ト
が
よ
く
分
っ
た
。
 

こ
の
本
の
カ
バ
︱
の
冒
頭
に
 

「

良

い

医

者

は

患

者

が

育

て
 

る
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
帯
に
は
 

「
患
者
中
心
の

;̂̂
」
「
薬
の
名
 

荊
が
わ
か
ら
な
い
」
「
医
者
の
お
 

力̂
な
 

「
危
な
い
救
き
！
.療
」
「
ど
、
3で
 

も
最
善
の
ぼ
療
を
受
け
ら
れ
る
 

た
め
に
」
「
医
学
教
肯
.研
究
体
 

制
の
改
革
を
」
と
、
今
の
わ
が
国
 

が
抱
え
て
い
る
医
療
問
題
の
核
 

心
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
 

表
題
の
示
す
通
り

こ
の
水
は
 

「
^̂
不
信
」
で
あ
る
。
内
容
は
 

医
療
不
！
1
:5に
対
す
る
処
方

、̂
 

す
な
わ
ち
^
療
を
考
え
る
た
め
 

の
視
点
の
提
供
と
そ
の
改
革
の
 

た
め
の
提
言
で
あ
る
。
 

筆
者
は
愛
知
県
が
ん

セ
ン
タ
 

I内
科
医
長
福
島
雅
典
氏
。
 

本
書
は
一
九
凡
一
一
年
几
お
艽
 

日
か
ら
一
九
九
三
年
八
月
一
一
十
 

八
日
ま
で
、
中
日
新
聞
(関
東
地
 

方

は

東

京

新

聞

)
の

健

康

欄

に
 

每
週
、
計
五
〇
回
連
載
し
た
、
 

"患
者
と
医
師
Iい
ま
、
医
療
 

を
考
え
る
"を
ま
と
め
た
も
の
 

で
あ
る
。
 

こ
の
屮
の
い
く
つ
か
を
拾
つ
 

て
み
る
、
「
病
気
に
な
っ
て
思
い
 

知
る
」
の
項
で
は
 

り
分
が
病
気
を
し
て
思
い
知
 

つ
た
こ
と
は
、
し
ょ
せ
ん
健
康
 

0
 ^

人
に
と
つ
て
他
人
.の
病
気
は
 

^
「
び
と
ご
と
」
と
い
う
単
純
な
 

把
握
し
、
効
果
的
な
働
き
か
け
 

を
行
う
こ
と
な
ど
が
举
げ
ら
れ
 

る
。
 


